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はじめに 

ここでは、羽幌町の環境を守る基本計画に関する基本的事項（計画の策定趣旨、計画の

役割、性格、計画の対象、計画の期間、計画の構成）を示します。 

計画の策定趣旨 

私たちは、身近な環境から地球環境に及ぶまで様々な環境問題を抱え、そのまま放置す

れば未来の子ども達へ大きな影響を及ぼしかねない、そんな生活を送っています。 

未来の子ども達により良い環境を残したい、そのために、いま生きている私たちに何が

出来るのか、何をしなければならないのか。 

それをわかりやすく町民へお知らせし、町民と事業者、町などが一緒に行動に移すため

の計画が必要となり、平成18年3月に羽幌町環境保全条例と羽幌町の環境を守る基本計画を

策定し、環境に配慮したまちづくりを進めてきました。 

その後、計画期間である10年間を迎えたことに加え、羽幌町総合振興計画の見直しや羽

幌町エコアイランド構想の策定、町の環境に関する施策の推進に加え、世界的には京都議

定書に代わるパリ協定の取組みなど、社会情勢が大きく変化していることを踏まえ、本計

画の見直しを行います。 

計画の役割  

この計画は、「羽幌町総合振興計画」を環境面において補完し、各施策に環境と調和を持た

せるとともに、計画の実現に向けた取組みを通じて、町民、事業者、町などの連携を深め

る役割を担います。 

本計画では、以下に示す事項を定めます。 

・羽幌町の環境の現状と課題を明らかにし、めざす環境像を示します。 

・環境の保全・活用・継承するための施策と目標を体系化し、重点的に取り組むべき施策

を明らかにします。 

・地域別・事業別等の環境配慮の方針を明らかにします。 

・みんなで取組む行動指針（はぼろスローライフ計画）を示します。 

計画の性格 

この計画は、環境の保全・活用・継承に関して、羽幌町総合振興計画の環境面を補完し、

すべての施策を環境配慮型へと誘導していくものです。 

また、様々な計画や指針などとの整合性を確保しながら、長期的な観点から総合的、体

系的に推進される必要があります。さらに、計画の実現にあたっては、町民が主体となっ

て自主的に考え積極的に行動することが求められるという性格を持っています。 
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計画の対象 

私たちが「環境」として据えるものは、大気、水質、土壌、緑、海鳥、自然林などから、

地球温暖化などの地球規模の環境問題への対応も含め、幅広いものになっています。 

これは、行政のみが行うのではなく、町民自らが行動し、行政と共によりよい「環境」

を後世に引き継ぐための取り組むべき計画の範囲も対象とします。 

 

計画の期間 

この計画は、めざす環境の実現に向けて、平成29年度(2017年度)から平成38年度(2026年

度)までの10年間とします。 

また、羽幌町総合振興計画の見直しや社会情勢の変化を踏まえて、随時計画の見直しを

行っていきます。 
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計画の構成 

はじめに 

・策定趣旨 ・計画の役割、性格 ・対象 ・期間 ・構成 

 

第１章 羽幌町の環境の現状と課題 

・羽幌町の姿 ・町民の意識・抱えている課題 

 

第２章 羽幌町のめざす環境 

・羽幌町の環境保全のめざすもの ・実現するための基本方針と各

役割 

 

第３章 環境を保全・活用・継承するための施策と目標 

・羽幌町環境基本計画の「基本方針」と「基本施策」と「目標」の

体系 

 

第４章 羽幌町が進める重点プロジェクト 

・めざす環境の実現のため実際に取り組もうとする事業 

 

第５章 地区別・事業別等環境配慮の方針 

・地区別の環境配慮 ・事業別の環境配慮 ・その他の環境配慮 

 

第６章 みんなで取組む行動指針（はぼろスローライフ計画） 

・町民自らが考え自ら行動するための指針 
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 町民憲章  

↓ 

 羽幌町総合振興計画「ほっとプラン２１」  

↓ 

 環境保全条例  

 

↓ 

 羽幌町の環境を守る基本計画  

 めざす環境像・町民の行動指針「はぼろスローライフ計画」  

↓ 

羽幌の自然環境を 守る・活かす・引き継ぐ 

未来の子どもたちへ よりよい環境の贈り物 
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第１章 羽幌町の環境の現状と課題 

１ 羽幌町の姿 

羽幌町は、北海道の北部日本海側に位置し、道庁所在地の札幌市へ約200km、

地域行政の中心地留萌市までは約50kmの距離にあります。 

日本海沖24km沖には「暑寒別天売焼尻国定公園」の一部に指定されている天

売島、焼尻島があります。 

総面積472.65k㎡のうち山林が85.3％を占め、次いで田･畑が6.1％を占めて

います。 

気候は、年間を通してシベリアから吹きつける季節風の影響で風の強い日が

多く、夏季は温暖で春から初夏にかけて乾燥し、晩夏から冬にかけて多雨、そ

して冬季は湿潤寒冷で積雪が多く対馬暖流の影響で内陸部よりは温暖ですが、

季節風に雪がともない、しばしば暴風雪となる日があります。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
平成 8年～平成 27年の平均値 

田
4.1%

畑
2.0%

宅地
0.8%

池沼
0.1%

山林
85.3%

原野
4.2%

雑種地
1.3%

その他
2.2%

土地利用状況

出典 土地利用状況：羽幌町町勢要覧資料編（2016年） 出典 気温、降水量：気象庁統計 
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人口は7,358人、世帯数は3,668世帯（平成28年３月末現在）で、うち羽幌地区

には6,831人、天売地区318人、焼尻地区209人で、人口の約９割が羽幌地区に

集中しています。 
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出典 人口、世帯数：国勢調査 

出典 年齢別人口：住民基本台帳（平成 28年 1月 1日現在） 
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○羽幌地区 市街地 

市街地には公共施設や商業施設が集まり、羽幌町の中枢としての機能を果た

しています。 

また、はぼろサンセットビーチやはぼろ温泉サンセットプラザ、はぼろバラ

園などの観光資源があることから、観光客が多く集まる地域でもあります。 

 

 

 

 

 

 

○羽幌地区 農村部 

羽幌町の基幹産業である農業が盛んな地域です。水稲を中心に畑作、酪農が

行われています。 

 

 

 

 

 

 

○羽幌地区 山林地域 

羽幌町面積の９割弱を占める山林で、その８割強が国有林となっています。 
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○天売地区 

周囲12kmの小さな島で東側の海岸線に人口300人強の島民が生活をしていま

す。 

反対の西海岸は断崖絶壁がつづき、「海鳥繁殖地」として国の天然記念物に

指定されています。４月から８月までは８種類の海鳥が繁殖しており、約100

万羽が集まる海鳥の島となります。 

島の産業は水産業と観光業が中心であり、４月から９月の間には両島あわせ

て約１万５千人の観光客が訪れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○焼尻地区 

天売島とほぼ同じ周囲12kmの島で人口200人強の島民が東西の海岸線で生活

をしています。 

島の中央部には国の天然記念物である「焼尻自然林」があり、イチイとミズ

ナラを中心とする原生林が広がっています。 

島の産業は水産業と観光業を中心として、天売島と同様に夏季には多くの観

光客が訪れます。 
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２ 羽幌町の環境 

○電力の使用 

・天売小中学校における電気使用量 

（校舎コンセント・電灯）及び再生可能エネルギー設備発電量 月別比較 

区 分 
電気使用量 

発電量 
（太陽光・風力） 

2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 過去 5年平均 2015年度 

4月 5,266  5,105  6,400  3,595  5,332  5,140  1,115.5  

5月 5,610  3,575  4,731  3,684  3,839  4,288  1,216.8  

6月 3,559  2,701  2,461  2,835  2,282  2,768  824.0  

7月 2,944  2,893  2,788  2,538  2,185  2,670  833.4  

8月 2,316  2,416  2,843  2,424  1,818  2,363  1,092.4  

9月 3,149  2,938  3,021  2,483  1,575  2,633  1,253.7  

10月 3,690  3,583  3,362  3,064  2,261  3,192  1,005.1  

11月 4,464  3,998  3,633  3,952  4,174  4,044  845.4  

12月 8,239  5,256  4,387  4,637  7,035  5,911  535.0  

1月 6,206  7,798  5,728  6,596  7,206  6,707  501.9  

2月 8,125  7,090  5,075  7,067  6,461  6,764  557.7  

3月 8,507  7,144  4,897  5,642  8,243  6,887  1,149.3  

合 計 62,075  54,497  49,326  48,517  52,411  53,365  10,930.1  
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天売小中学校 電気使用量及び発電量

出典 天売小中学校電気使用量：羽幌町調べ 
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○水の使用 

 

年度 

市街（上水道） 天売（簡易水道） 焼尻（簡易水道） 曙（簡易水道） 

給水量 
（㎥） 

給水人口 
（人） 

給水量 
（㎥） 

給水人口 
（人） 

給水量 
（㎥） 

給水人口 
（人） 

給水量 
（㎥） 

給水人口 
（人） 

H17 806,610  7,842  28,844  393  20,499  320  590  10  

H18 776,995  7,732  27,673  401  20,643  317  584  9  

H19 755,995  7,592  26,065  370  19,915  298  472  5  

H20 730,847  7,462  25,101  366  18,968  291  380  6  

H21 733,581  7,299  25,429  369  17,955  281  367  6  

H22 730,847  7,271  25,503  371  18,371  263  308  5  

H23 711,324  7,104  34,614  351  17,508  246  471  5  

H24 701,670  6,969  24,722  351  17,082  230  - - 

H25 682,386  6,856  23,324  343  15,408  219  - - 

H26 678,541  6,755  22,370  317  14,983  196  - - 

H27 670,909  6,754  21,614  313  15,053  199  - - 
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出典 水道使用状況：羽幌町調べ 
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○ごみの排出 

 
 

年度 
可燃ごみ（ｔ） 不燃ごみ（ｔ） 資源ごみ 

（ｔ） 

危険ごみ 

（ｔ） 

廃食用油 

（ｔ） 生ごみ 一般ごみ 生ごみ 一般ごみ 

H17 620  1,064  76  90  1,106  5  5  

H18 567  1,062  73  91  1,089  5  5  

H19 548  1,001  58  81  1,094  5  5  

H20 509  1,001  50  76  936  4  4  

H21 512  1,000  62  82  851  5  5  

H22 495  1,022  64  88  795  5  5  

H23 500  1,039  58  95  714  4  4  

H24 505  1,042  71  98  722  4  3  

H25 484  1,053  87  126  709  5  4  

H26 489  1,096  108  117  677  4  3  

H27 455  1,060  107  106  632  4  3  

出典 ごみ処理状況：羽幌町調べ 
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1 焼尻自然林…現地案

内板の説明文より 

 

国指定天然記念物 焼

尻の自然林 

指定年月日 

 昭和 58年８月 30日 

指定の理由 

 特別史跡名勝天然記

念物及び史跡名勝天然

記念物指定基準 天然記

念物植物二（稀有の森林

植物相）による 

 焼尻島は、羽幌港より

海上 24km離れた日本海

に浮かぶ面積 530haほど

の島である。 

この島の中央部東側にミ

ズナラを主とし、ベニイタ

ヤ、ハリギリ、ヒロハノキ

ハダなどを交える広葉樹

林が育成し、谷筋にはア

カエゾマツを主とし、これ

にエゾマツを交える針葉

樹林が発達した第一層を

構成している。イチイ（オ

ンコ）は、これらの林の第

二層を構成し、林内一円

に広く分布し、中には樹

齢数百年と言われるもの

もある。また、上層木を欠

く風衝地ではイチイがハ

イマツ状に発達している

ところもあり、形態的にも

興味深い。 

この自然林の保存状態

は良好で、また島嶼性気

象条件下に成立したもの

として学術上貴重であ

り、天然記念物に指定し

て保存を図る。 

３ 羽幌町の環境が抱えている課題 

羽幌町の「めざす環境」を導き出すためには、まず羽幌町が抱える環境面の

大きな課題を整理する必要があります。 

ここでは、環境の現況を踏まえ「優れた自然環境の保全｣｢野生生物の保護（海

鳥保護)｣｢身近な環境の保全」の３つの視点から羽幌町の抱えている課題を整

理して「第２章 羽幌町のめざす環境」を導き、個別の課題については「第５

章 地域別・事業別等環境配慮の方針」で改めて整理し、方針を定めるものと

します。 

 

（１）優れた自然環境の保全 

焼尻自然林1は、推定５万本のオンコ（イチイ）の原生林やミズナラ、イタヤ

カエデなどの広葉樹から形成される優れた自然林で、昭和58年に国の天然記念

物に指定されました。ミズナラとオンコが複層林（二段林）を形成する優れた

植生を示していますが、上層林であるミズナラ群生域が優勢となり、拡大しつ

つあります。また、自然林内のオンコは老木や立ち枯れ・倒木が多くなってお

り、今後のオンコ林の存続を考えると後継樹が少ないことが憂慮されています。 

そのため地域の人々は車の通行を規制するなど、原生林の保全に努めていま

すが、天然記念物であり、国定公園の特別保護地区内のため枝打ちや伐採など

の管理が出来ず、年々イチイの生息場所が高木広葉樹に侵食されています。 

また、羽幌町の森林面積は行政面積の約９割を占めますが、羽幌地区には里

山のように親しまれている山林はなく、身近な自然を活用できる環境を整える

必要があります。 

 

 

課題 

・貴重な植生を示す自然林を良好な状態で保全するために、様々な取り組みを

行ないます。 

・身近な自然に親しめる環境づくりを進めます。 
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（２）野生動物の保護（海鳥保護） 

天売島の西海岸は高さ150ｍを越える断崖絶壁が続き、これらの岩棚には春

から夏にかけてウミガラス、ケイマフリ、ウミスズメ、ウトウ、ウミウ、ヒメ

ウ、ウミネコ、オオセグロカモメの８種類約100万羽の海鳥たちが繁殖する、

世界有数の海鳥繁殖地になります。 

中でも80万羽が繁殖しているウトウにとっての世界最大の繁殖地となって

います。 

この天売島海鳥繁殖地は昭和13年(1938年）に国の天然記念物に指定されま

した。 

しかしここ数十年の間に、ウミガラス、ケイマフリ、ヒメウなどが急速に数

を減らし、絶滅危惧種に指定されるまで減少しています。また、近年はウミネ

コが激減しており、観音岬の集団繁殖地が消滅するなどの変化が見られていま

す。 

この原因は色々考えられますが、地球温暖化による海水温の上昇や海流の変

化などによる影響で餌となる魚種が減少していることや、天敵のハシブトガラ

スやオオセグロカモメ、ノラネコ、ドブネズミ等による捕食、底刺し網による

混獲などが考えられます。 

また天売島周辺の海域は、ロシア極東地域からの石油などの物資の輸送経路

となっており、海難事故による油汚染等の影響を受けやすい状況にあり、海洋

汚染、漁業被害、海鳥被害に対する危険性が増しています。 

一方でウトウは増加傾向にあり、周辺海域の魚種の変化などにより餌資源が

向上したためであると考えられています。また、一時期は十数羽にまで減少し

たウミガラスは、環境省の保護増殖事業により繁殖数や巣立ち数が増加するな

ど、少しずつではありますが、回復傾向にあります。 

さらに天売島では、海鳥の捕食者のひとつとして考えられているノラネコの

対策が進められています。平成24年に「天売島ネコ飼養条例」を制定し、飼い

猫の登録を義務化しました。平成26年からはノラネコを島外に搬出して馴化し、

譲渡する取組みが続けられています。これらの取組みにより、激減したウミネ

コの個体数が多少増加するなどの効果が見られています。 
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課題 

・海鳥の繁殖に影響のない観光のあり方を模索します。 

・海鳥に影響のない漁業環境、漁法等の研究を行ないます。 

・絶滅が危惧されている海鳥の天敵のハシブトガラスやオオセグロカモメ、ノ

ラネコ、ドブネズミなどを増やす原因である生ごみや産業廃棄物の適正な処

理を進めます。 

・多様な生態系の中の海鳥を理解しながら、海鳥を守る考えを広めるよう努力

します。 

・急激に数を減らしている海鳥を増やす事業を行います。 

・海鳥の生息できる海洋環境を取り戻します。 

・海難事故等による海洋汚染への対応の研究を行ないます。 
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（３）身近な環境の保全 

将来の子どもたちのための課題 

これから生まれて来る未来の子どもたちにとって、空気、河川、海、土壌な

どが汚染されていないか、また他の動植物にとっても、健全な生態系や資源が

残されているか、大きな懸念があります。 

従って、豊かな自然環境を守り、有害物質による環境汚染を防ぐと共に、

環境負荷1の少ない循環型社会2を構築して地域から地球環境の保全に貢献し、

安全に暮らせる環境の地球を引き継ぐことが課題と言えます。 

 

・有害物質に汚染されていない空気、水、土、海を将来へ引き継ぎます。 

・自然と共生する伝統的な歴史や環境保護を文化として将来に引き継ぎます。 

・羽幌町の身近な自然や多様な生き物が織り成す生態系を守り、将来にわたっ

てまちづくりと自然保護の調和を図ります。 

・身近な自然や守り続けなければならない自然を観察できる場所を、将来の子

どもたちに確保します。 

・省エネルギー、ごみ排出量の抑制、資源の再利用・再資源化などの循環利用

を進め、環境への負荷の少ない地域社会をつくります。 

・地球環境問題の改善に羽幌町として貢献します。 

 

 

1 環境負荷…『人の活
動により、環境に加えら
れる影響であって、環境

の保全上の支障の原因
となるおそれのあるもの』
（環境基本法）。 

フロンなどのように、それ
自体は無害でもオゾン層
破壊を引き起こす原因と

なるようなものも含まれ
る。 

 
2 循環型社会… 

・ごみが発生しにくい社会 

・リサイクルしやすい社会 

・ごみが適正に処分され

る社会 

       ↓ 

・天然資源の消費や環境

負荷が低く抑えられてい
る社会 
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１ 京都議定書…1997年

開催の「地球温暖化防止

京都会議」で採択され、

2005年 2月発効した、気

候変動枠組条約の取り決

め。�日本は 2008～2012

年の間に、温室効果ガス

を 1990年比で 6％削減す

ることが義務付けられてい

る。 

この６％削減目標を果た

すため、環境省が主導し、

クールビズ･ウォームビズ

の提唱や、チーム･マイナ

ス６％等のキャンペーンに

よる啓蒙活動が行なわれ

ている。 

4 主体…本計画では、環

境に対する取り組みの内

容に応じて分けられるグル

ープ（住民、事業者、行政

等）をいう。 

3 環境の世紀…平成 16

年版の我が国の環境白書

の中では、『21 世紀は、環

境の持つ価値を重視し、

環境と共に生きる「環境の

世紀」にしていかなければ

なりません。』『私たち一人

ひとりが行動することで、

環境の世紀に新たな可能

性が開けます。』と述べら

れている。環境を意識した

価値観と行動をもってはじ

めて、環境と共生できる時

代となることを示唆してい

る。 

2 パリ協定…p.89参照 

 

第２章 羽幌町のめざす環境 

１ 環境に対する新たな取り組みの必要性 

1992年にブラジルで開催された「地球環境サミット」以降、環境保

全に関する２つの条約「気候変動枠組条約」と「生物多様性条約」が

つくられました。 

気候変動、とりわけ地球温暖化対策に関しては、1997年に京都で開

催された「地球温暖化防止京都会議」で採択された「京都議定書1」

が2005年２月に発効し、日本は2008年から2012年の間に温室効果ガス

の排出を1990年比で６％削減するという目標が割り当てられ、これを

達成しました。 

その後、2015年12月には、「パリ協定2」が採択され、新たな目標に

向け、さらに温室効果ガス排出の削減（2030年までに2013年比で26％）

に取組む必要があります。 

｢環境の世紀3」を生きる私たちは、この動きを単なる掛け声で終わ

らせてしまうのではなく、多くの人々が環境の世紀に生きていること

を実感でき、真に持続可能な社会の実現に向けた、新たな取り組みが

必要です。 

生物多様性についても国内法（生物多様性基本法）が整備され、生

物多様性が私たちにもたらしてくれる恵み（生態系サービス）をこれ

からも受け続けられるような取り組みが求められています。 

そのような取り組みを始めるに当り、まず住民、事業者、観光客、

町といった各主体4の間の緊密なコミュニケーションを土台にした、

羽幌町のめざす環境に関する合意形成が必要です。その結果、共通認

識に基づくパートナーシップが築かれ、協働により持続可能な地域社

会を創造できるならば、それは、我が国だけでなく世界に波及し、地

球規模で貢献することになるでしょう。 

例えば、私たちの普段の生活形態そのものが、地球温暖化や生態系

崩壊、廃棄物問題などの環境問題の一因となっている面もあります。

従って、持続可能な社会の実現に向けて、私たちは一人ひとりが環境

について考え、暮らしぶりを見直すとともに、多くの人と話し合い、

情報を共有し、そして自主的に具体的に行動していくことが必要です。 
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1 豊かで質の高い環境…公
害の防止、自然環境の保全
はもとより、生態系が保全さ
れ、かつ清浄な水や大気、
身近な緑や自然・動植物と
の豊かなふれあいが確保
され、歴史的・自然的遺産
や景観が適正に保全され
ている状態。 

2 ライフスタイル…生活様

式。日常生活を過ごす上

での考え方。 

私たちが日常生活を通じ

て環境への負荷を発生さ

せていることを認識し、エ

ネルギーや資源を無駄に

しない生活様式を確立す

ることで、環境負荷の低減

につながる。 

２ 羽幌町のめざす環境 

私たちは便利さや効率性だけを追い求めるのではなく、暮らしの中

で環境負荷を継続的に低減し、自然に学び、自然のしくみ・つながり

を再認識し、自然とともに生きることが求められています。このよう

な生き方の結果として、羽幌町のめざす環境、すなわち「豊かで質の

高い環境1」を未来の子どもたちに引き継ぐことが出来ます。 

その上で、住民・事業者・観光客・町による環境への負荷を少なく

するための取り組み、環境に配慮した節度ある暮らし、事業活動の実

践といった生態系の一員にふさわしい振る舞いが住民に定着し、羽幌

町の文化として根づくことによって、「豊かで質の高い環境」が確保

されることをめざします。 

 

３「豊かで質の高い環境」を実現するための各役

割 

住民、事業者、観光客、町の連携のもとに、それぞれの役割を果た

すことを前提とし、「豊かで質の高い環境」を実現するために、各主

体が果たす役割を以下のように定めます。 

住民の役割 

住民は、ライフスタイル2の見直しで環境負荷を減らすと共に、環

境保全や環境まちづくりへの積極的な関与など、様々な活動に取り組

みます。 

① ライフスタイルを見直し、日常生活の中で省エネルギーやごみ

の減量など環境負荷の低減に努めます。 

② 身近な自然・動植物の保全活動や環境まちづくりなど、様々な

面で環境の保全及び活用・継承に主体的に取り組みます。 

③ 環境の分野で自主的に活動している住民団体・各種民間団体

の取り組みに積極的に参加します。 

④ その他、様々な活動を通じて自然のしくみ・つながりを再認識

し、環境の保全及び活用・継承に取り組みます。 
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事業者の役割 

事業者は、地域振興と持続可能な社会の実現のため、事業活動の発

展と環境の保全及び活用と継承との両立をめざします。 

 

① これからも法令等を守り、公害の防止、循環型社会の形成、エ

ネルギーの有効利用、産業廃棄物の発生抑制等、環境に配慮

した事業を心がけます。 

② 分野を問わず新たな事業を行う際には、自然のつながりや環境

に配慮したものとなるよう心がけます。 

③ 地域の環境活動への参加・支援などに自主的に取り組みます。 

④ 消費者である住民や町、観光客と協働し、地域の環境への取り

組みに積極的に貢献していきます。 

 

町の役割 

町は住民・事業者それぞれの立場の環境に配慮した取り組みを率先

して行なうとともに、庁内各部署に浸透させ、行政活動にも適用した

上で、次のような役割を果たします。 

 

① より効果的な取り組みとなるよう、主体間の取り組みを調整しま

す。 

② 住民・事業者が取り組みに参加しやすい仕組みや支援制度等

の整備を行ないます。 

③ 適宜、環境学習・環境教育を実施します。 

④ 地域振興と自然環境の保全の両立を目指し、国や北海道、近

隣市町村等との共同の取り組みを行ないます。 

⑤ その他、環境関連施策を実施します。 

 

視点 ライフスタイルを見

直す 
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１ 賢明な利用…本来の

意味は、ラムサール条約

第３回締約国会議(1987

年)において定義された、 

「生態系の自然財産を維

持しうるような方法での、

人類の利益のために湿地

を持続的に利用すること」 

であり、湿地の持続可能な

利用を意味する。 

ここでは、“湿地”を“自然

環境”に置き換え、「豊か

で質の高い環境を維持で

きる方法での、住民及び

観光客がその恩恵を受け

るために自然環境を持続

的に利用すること」と考え

る。 

観光客の役割 

羽幌町には、「豊かで質の高い環境」を体感し享受することを目的

として、毎年多くの観光客が来訪します。今後も引き続き多くの来訪

者を受け入れるには、住民･事業者･町の全てが羽幌町の良好な環境の

維持に取り組むと同時に、観光客の皆さんにも必要な役割を果たして

いただくことが必要です。 

 

① 来訪地の地域社会の一構成員としての自覚と責任を持って、自

然環境に対して賢明な利用 1を行ないます。 

② ごみの不法投棄、自然の中の動植物に対する間違った接し方、

無断での立ち入りや採取など、大きな環境負荷となる行動を慎

みます。 

③ 町外からの視点を地域の環境保全へつなげるため、事業者・町

などの行政へ意見・提言等を行ないます。 
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 28 

 

第３章 環境を保全・活用・継承するための 

施策と目標 

第２章で整理された考え方をもとに、羽幌町のめざす環境づくりに取

り組む上で必要な基本方針を定めました。この基本方針をもとに基本施

策を設定し、今後のめざす環境づくりを推進していくものとします。 

 

１ コミュニケーションを土台にした合意形成 

（１）情報の提供 

 

町では、平成９年４月より環境省と共に北海道海鳥センターを共同運

営しており、羽幌町の環境に関する窓口の中心として情報提供等を行っ

ています。 

町民や事業者が環境について共通認識を持てるよう、情報・交流の窓

口を運用します。 

 

目標 

・環境に関する情報や交流事業の案内等の窓口として北海道海鳥セン

ターを運用し、各主体の間の合意形成を目指します。 

各主体の取り組み 

・住民 環境に関する情報交換を行い、交流事業等に参加します。 

・町 環境に関する情報交換や交流事業等を開催します。 

町の広報等からも環境に関する情報の提供を行うなど、情報

発信元の多様化を図ります。 
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（２）人づくりの場と機会をつくり住民間の連携をつくる 

環境意識を持ち、自ら考え行動することのできる町民を増やしていく

ために、地域や家庭、学校、事業所、各団体など多くの場で、環境保全

活動を広げることのできる人材を育てていくことが必要です。 

また、環境意識を持つ町民を増やしていくためには、環境について幅

広い知識を身に付けるとともに、環境や生態系について町民や学生、事

業者が学び、連携して活動できる多様な場と機会が必要です。 

 

目標 

・住民が集える場やボランティアセンターの充実により活動の場を広

げ、環境保全の活動を展開できる人材の育成を図ります。 

・ボランティア団体や個人が集う機会の創出を支援し、住民間の連携

を強化します。 

各主体の取り組み 

・住民 各活動に参加し、お互いにボランティア参加への呼びかけを

行うことで、町民活動の輪を広げ、活動の活性化・活発化を

図ります。 

・町 既存のボランティアセンターでの町民活動の支援および周

知を継続します。 

住民組織と連携したイベントの活動を行います。 

活動を広く町民に周知し、参加を促します。 

今後の活動の担い手の育成を図ります。 
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２ 自然に学び自然のしくみを再認識し自然と共に

暮らす地域づくりを推進する 

（１）海鳥を守る 

ウミガラス（オロロン鳥）を代表とする海鳥は羽幌町のシンボルであ

り、また守らなければならない貴重な地球の仲間であり、さらに羽幌町

の重要な観光資源でもあります。 

北海道海鳥センター、天売の自然と親しむ会などの行政、民間団体、

個人が保護活動を進めていますが、町民一人ひとりが自分の生活の延長

線上に海鳥をはじめとした生態系があることを認識・理解し、行政や団

体だけではなく、町民や事業者が生態系に影響を与えない生活を考えな

ければなりません。 

また、観光にとって海鳥は大切な資源であり観光の目玉でもあります。

従って海鳥の生態に影響の少ない観光を継続しなければなりません。 

 

目標 

・北海道海鳥センターを活用し、海鳥の実態や保護活動の状況の周知

を図ります。 

・家庭でのペットは、海鳥などの野生生物に影響の少ない飼い方をめ

ざします。 

・行政や観光事業者・漁業者・海鳥研究者等が協力して、海鳥や野生

生物に影響の少ない観光や漁業のあり方を研究し、海鳥の交通事故

死や混獲等を未然に防ぎます。 

各主体の取り組み 

・住民  ペットの飼い方等について地域で話し合い、マナーを遵守し

ます。 

・事業者 海鳥や野生生物に影響の少ない観光・事業のあり方の研究や

取組みを継続します。 

・観光客 行政・事業者等の指示に従い海鳥や野生生物に影響をの少な

い観光を行います。 

・町   町民や観光事業者・漁業者・海鳥研究者・行政等が話し合え

る場と機会づくりを進めます。 

天売島ネコ飼養条例に基づき、天売島内での飼い猫の適正飼

養を推進します。 
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（２）自然林を守る 

羽幌町の観光をオロロン鳥と二分する焼尻自然林は、原始の姿を今な

お残す森として観光客に非常に人気があります。 

しかし近年、上層林のミズナラが拡大したり、老木や立ち枯れ・倒木

のオンコ（イチイ）が増加し天然更新が進まない1など、多くの問題を

抱えています。その解決のためには、必要以上に手を加えないことに留

意しながら、最小限の育成補助作業等で焼尻自然林を守らなければなり

ません。 

海鳥と同じように焼尻の自然林は離島観光の目玉でもあります。植物

の生息のために、町民、町、事業者が連携しながら保護を進めなければ

なりません。 

 

目標 

・必要最小限で有効性の高い方法の推進により、自然林を良好な状態

に保ちます。 

各主体の取り組み 

・住民  自然林の維持に必要な最小限の育成補助作業に協力します。 

・事業者 自然林の維持に必要な最小限の育成補助作業に協力します。 

・観光客 自然林や野生生物に影響の少ない観光を行います。 

・町   地域住民や団体と連携し、自然林の維持に必要な最小限の育

成補助作業を行います。 

子ども向けの自然林の保全に関する環境教育を行います。 

毒蛾や害虫の駆除は自然林に影響のない薬品等を使用しま

す。 
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（３）その他の生き物を守る 

町内には海鳥や自然林のように貴重な自然遺産もありますが、ほかに

も貴重な動植物が数多く存在しています。 

しかし、例えばヘイケボタルやニホンザリガニなどが見られるのは一

部の小河川に限られるなど生息環境が極端に狭められており、詳細な調

査と保護を行い、消えつつある貴重な動植物を守らなければなりません。 

近年、アライグマをはじめとした外来の小動物による農業被害が問題

となっており、このまま生息域が拡大すると、生態系がかく乱されるな

ど、生物多様性に影響を及ぼす恐れがあるため、対策を行う必要があり

ます。 

また、捨てられたペットが野生化し、在来種を駆逐するようなことが

ないように、飼い主は無責任な飼い方を厳に慎む必要があります。 

 

目標 

・身近な環境の動植物実態調査を行い保護の必要な種を見極め、生息

環境等の向上を図ります。 

各主体の取り組み 

・住民  動植物の実態調査や保護等に協力します。 

家庭でのペットは、飼い主が責任を持って飼います。 

野生生物に餌を与えないなど、共生のバランスを崩さないよ

うな行動を進めます。 

・事業者 動植物の実態調査や保護等に協力します。 

まちなかの植栽の保全を進めます。 

・町   地域住民や団体等の実態調査・保護活動等に支援します。 

ペットの適正な飼育やマナー向上を図るため、講習会を実施

します。 

生態系のバランスを壊さない範囲で外来種対策を行います。 

農業や家屋に被害を及ぼしている特定外来種対策を継続し

ます。 
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（４）森の保全・活用・創出 

 

私たちの暮らしは、森・川・海の自然と人の住む里とのつながりが発揮する

恵みによって支えられています。 

とりわけ森は、羽幌町の面積の約９割を占め、私たちの暮らしのみならず多

面的な機能を担っていますが、過去には山林が荒れていたために、降雨による

表土の流出により土砂を含んだ濁流が羽幌川や築別川に流れ込み、大きな被害

が出たこともありました。 

このことを教訓とし、現在は必要に応じた植林や伐採を計画的に実施してい

ます。 

このように計画的に事業を実施することにより、自然の循環が促され、森里

川海のつながりと質が良好な状態を維持しています。 

今後も計画的に事業を実施し、維持管理を継続していく必要があります。 

一方、市街地の周りには多くの林や森がありますが、依然として人が立ち入

ることの出来る散策路等の整備がされておらず、林や森と気軽にふれあうこと

が出来ません。そこで、身近なところから山林まで植林や山の活用を通して自

然の回復と活用を図り、町民の潤いの場をつくる必要があります。 

 

目標 

・森里川海のつながりについて、その意義の認識を広めます。 

・森林の実態を町民に周知し、植樹を推進します。 

・緑の回廊・遊歩道等の整備を行い、町民の潤いの場をつくります。 

各主体の取り組み 

・住民  自然の循環を学び、植樹等に参加・協力します。 

遊歩道等の整備に協力します。 

・事業者 山林等の活用について、協力します。 

・町   環境団体や事業者と連携し、自然の循環を学ぶ機会づくりを

行います。 

森林の実態を広く町民に明らかにし、保護の必要性の周知進

めます。 

学校林、町有林等の維持管理を継続します。 
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１ 生活雑排水…台所

や風呂場からの排水。 

（５）川の保全・活用 

福寿川や羽幌川・築別川などは、平成14年に供用が開始された公共下水道の

整備が進み、現在では普及率が84.0％となり、生活雑排水1による悪影響は軽減

されつつありますが、依然として家庭からの生活雑排水が流入するほか、工

場・事業所からの排水、農業排水が入り込み、昔のように川魚を取ったり、川

の中で遊ぶことが出来るきれいな川には程遠い状況です。特に河川に未処理の

まま放流されている生活雑排水については、排水量・汚濁負荷が多いことから

工場排水以上に環境への負荷が大きく、下水道整備により適正な処理が行なわ

れる必要があります。 

さらに、山林の表土が雨水と一緒に流れ出し深刻な河川の汚濁が発生してお

り、羽幌川を水源とする上水道に大きな影響を与えています。羽幌町の基幹産

業である水産業にとっても、海水の水質汚濁が深刻な問題となっています。 

森から海につながる水の流れを再認識し、川を通って海に流れ込む水をきれ

いにし、多くの生物が生息しやすい環境を取り戻すことが必要です。 

 

目標 

・森里川海のつながりについて、その意義の認識を広めます。 

・川の実態を町民に周知することで家庭からの環境負荷を低減する努力

を促し、河川の水質保全を推進します。 

・河川の水質向上のため下水道の普及率の向上を図ります。 

各主体の取り組み 

・住民  自然の循環を学び、家庭から川を汚さない生活を進めます。 

公共下水道整備区域では、下水道への接続を進めます。 

公共下水道未整備区域では、合併処理浄化槽を設置します。 

・事業者 自然の循環を学び、工場や事業所・農地等から川を汚さぬよ

う環境に配慮します。 

公共下水道整備区域では、下水道への接続を進めます。 

公共下水道未整備区域では、合併処理浄化槽を設置します。 

・町   環境団体や事業者と連携した川の活用や自然の循環を学ぶ

機会づくりを行います。 

川の水質調査を今後も行い、実態を広く町民に明らかにし水

質保全の必要性を周知します。 

公共下水道への接続による水洗化の促進を図ります。 

合併処理浄化槽普及のため、助成制度の周知を図ります。 
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（６）海の保全・活用 

海には福寿川や羽幌川・築別川などを通じて、家庭からの生活雑排水

や工場・事業所からの排水、農業排水等が流れ込みます。 

さらに、森林崩壊が進み、雨水と一緒に大量の土砂が流れ出し、水産

業に大きな影響を与えています。森から海につながる、自然の循環を再

認識し、特に家庭からの生活雑排水が川を通じて海に流れ込んでいるこ

との理解を広め、豊かな海を取り戻すことが必要です。 

目標 

・森里川海のつながりについて、その意義の認識を広めます。 

・海の実態を町民に周知することで家庭からの環境負荷を低減する努力

を促し、海の水質保全を推進します。 

各主体の取り組み 

・住民  自然の循環を学び、家庭から海を汚さない生活を進めます。 

ごみを不法投棄しないための意識定着に向けた啓蒙活動を

行います。 

・事業者 自然の循環を学び、工場や事業所・農地等から海を汚さぬよ

う環境に配慮します。 

ごみを不法投棄しないため意識定着へ向けた啓蒙活動を行

います。 

・観光客 ごみを投げ捨てません。 

・町   環境団体や事業者と連携した自然の循環を学ぶ機会づくり

を増やします。 

事業者との連携により、海の実態を広く町民に明らかにする

ための環境教育の講習会や啓発活動を実施し、水質保全の必

要性を周知します。 

事業者と連携した体験観光メニューにより、海水浴だけでは

ない海と親しむ機会の定着を図ります。 
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1 トレーサビリティシス

テム…食品の効率的

なリスク管理を行な

い、生産･流通履歴情

報の提供を容易にし、

ひいては消費者の安

心感を向上させるため

の仕組み。 

生産者･食品加工業

者･流通業者･販売業

者等が一体となって取

り組むことで、生産･流

通履歴を確保できる。 

食品事故を未然に防ぐ

ことはもとより、事故発

生時に履歴情報を追

跡し原因を突き止めや

すくする目的もある。 

３ 事業活動の発展と環境の保全・活用・継承の両立をめざ

す 

（１）魅力ある農村・漁村づくり 豊かな自然を生かした産業 

消費者の意識の変化から食の安全や環境を意識した農林漁業が大き

く取りざたされ、それらが商品の付加価値となる時代となりました。こ

れは、意識の高い消費者にとっては、価格だけが購買の基準でなくなり

つつあることを意味しています。 

地域の環境に配慮した事業等に対し「シーバードフレンドリー認証」

を行い、ブランド化を図るなど、地域独自の取り組みを進める必要があ

ります。 

また、より安全な食材を供給するとともに、羽幌町が環境を意識した

食の発信地となるために、トレーサビリティシステム1の導入などを通

して、有機・無農薬・低農薬等の農産物の生産を推進します。 

目標 

・環境保全と産業の両立を図ります。 

・安全な食について消費者への啓発を行うとともに、その様な食材を提

供します。 

・地産地消・産消協働を推進します。 

・地域資源を掘り起こし、再認識します。 

各主体の取り組み 

・住民   旬の時期に地域で採れたものの消費を継続します。 

・事業者  環境に配慮した事業方法を推進します。 

地産商品の提供を継続します。 

消費者のニーズを把握し、地産商品の販路拡大を図ります。 

・町    安全な食についての情報の提供、情報の発信を行います。 
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１ 木質系バイオマス

燃料…薪、炭、チップ

等、利用性が低いとさ

れてきた木質材料を見

直し、再生可能なエネ

ルギーとしてとらえたも

の。 

２ 地域固有の資源…

道内での比較的新しい

事例として、羅臼の海

洋深層水や、弟子屈

の希少金属を含む温

泉水などがある。 

（２）エネルギー・資源の有効利用 

私たちは限られた地球資源を宇宙船地球号の乗組員同士で分かち合

いながら生活しなければなりません。従って、地球温暖化防止や資源の

節約の面から化石燃料に依存したエネルギー構造の転換の一環として、

自然エネルギーの活用を図り、地域の資源を見直さなければなりません。 

ただし、自然エネルギーの中には風力発電のように鳥類に影響を与え

る可能性があると指摘されているものもありますので、活用する場合に

は、周辺動植物への配慮が求められます。 

目標 

・自然エネルギー活用のための設備等を導入し、地域からのエネルギー

構造の転換をめざします。 

・廃食油再燃料化・木質系バイオマス燃料 1の可能性について検討しま

す。 

各主体の取り組み 

・住民  自然エネルギーの積極的な導入を図ります。 

・事業者 自然エネルギーの積極的な導入を図ります。 

廃食油再燃料化・木質系バイオマス燃料の導入を図ります。 

・町   自然エネルギーに係る補助事業の利用促進に向けた情報の

提供・発信を行います。 

家庭用太陽光発電装置やペレットストーブ等、環境に配慮し

た設備を積極的に導入出来るよう補助を行います。 

 

（３）未開発の資源の利用 

地域固有の資源2を見直し、利用されていない資源を調査し利用しま

す。 

目標 

・森林･海洋における未利用資源の調査により、新たな資源の利活用を

めざします。 

各主体の取り組み 

・事業者 地域資源の積極的な利活用を図ります。 

・町   地域の未利用資源の調査、情報の提供、情報の発信を行いま

す。 
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１ ゼロエミッション…

1994年に国連大学が

提唱した、産業や地域

全体として廃棄物を発

生させないような考え

方。 

単にごみをリサイクル

するだけでなく、ある産

業の廃棄物（副産物）

が別の産業の原料と

なる、といった連環を

つくりだすことで、資源

循環型社会を形づくる

上での一つの重要な

考え方である。 

（４）自然を残しながらの開発 

森林・河川・海洋は物質を循環しながらそれぞれが豊かな資源を擁し

ていますが、特に森林資源は水資源や海洋資源の源であるため、地域か

ら地球環境にまで大きな影響を与えます。従って、開発を行う場合でも、

現在の良好な状態を維持し従来の機能を持続できるような手法で開発

していかなければなりません。 

目標 

・従来の自然環境の機能を持続できるような開発を行います。 

各主体の取り組み 

・事業者 自然環境への影響の少ない事業方法を選択します。 

・町   従来の機能を持続できる開発手法に関する事例情報等の提

供・発信を行います。 

 

（５）産業廃棄物等の発生抑制 

羽幌町には大規模な工場などが少なく、一般に生活環境を阻害するよ

うな騒音・振動の大きな問題はない状況にあります。 

今後、悪臭や騒音・振動などの少ない快適な生活環境を確保するため、

町民や事業者との連携を図りながら防止策を進め、事業者は地域環境に

配慮した事業を行わなければなりません。 

また、産業廃棄物等の不法投棄根絶のためにも、産業廃棄物等の発生

抑制に取り組む必要があります。 

目標 

・公害の発生を未然に防止します。 

・廃棄物の発生を抑制し、再利用等に努め、循環型社会の形成に貢献し

ます。 

各主体の取り組み 

・事業者 産業廃棄物の適正な処理を行います。 

法令を遵守し、公害の発生を未然に防止します。 

・町   必要に応じ、事業者へ廃棄物の発生抑制やゼロエミッション
1型事業に関する情報の提供・発信を行います。 
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１ グリーン購入…環

境負荷の少ない製品

を積極的に購入するこ

と。 

グリーン購入法では、

国、地方自治体、事業

者、国民の責務とし

て、グリーン購入に務

めること等が定められ

ている。 

２ 地球温暖化…p.84 

“地球温暖化って

何？”参照。 

４ ライフスタイルの見直しで環境負荷を減らす 

地球温暖化や酸性雨、熱帯雨林の破壊、海洋汚染など地球環境問題の原因は、

私たちのライフスタイルや経済活動に大きな要因があり、私たちの日常生活

と密接に関連していると言えます。 

未来の子どもたちに、よりよい自然・地球環境を残すために、宇宙船地球号

の乗組員の一人である私たちが、地域レベルで環境保全の実践活動を進めて

いくことが大切です。 

日本では高度経済成長時代に、大量生産・大量消費・大量廃棄の社会風潮や

ライフスタイルが定着し、日常生活や経済活動において電気・ガス・石油な

どのエネルギー・資源を大量に消費するとともに、ごみや廃棄物を大量に出

すようになりました。 

その後の低成長期においても、大量消化のライフスタイルの大幅な改編は

進んでいませんが、各種法制度が整備され、新たなライフスタイルの確立の

下地づくりが進んでいるところです。 

環境への負荷の少ない循環型の社会を構築していくために、家庭や工場、事

業所、学校、公共施設などにおいて、節電・節水・節約などの省エネルギー・

省資源に合わせ、再利用等を徹底したライフスタイルや経済活動の実施の励

行が求められます。 

また、再生資源を使用しているなど、環境に配慮した製品の購入(グリーン

購入 1)を進めたり、ごみの減量化に努めるとともに、ごみを資源として再利

用する循環型システムについて、より一層の充実が必要です。 

（１）地球温暖化 

地球温暖化2が引き起こす異常気象による農業被害、海面上昇による

国土の消失・浸水被害など、世界規模で数多くの悪影響を与えると考え

られており、現に我が国でも気候変動や異常気象が観測されています。 

COP21で締結されたパリ協定に基づく二酸化炭素等の温室効果ガスの

排出削減や、CO2吸収源となる森林の増加を図るなど、世界規模での取

り組みが必要です。 

目標 

・日常生活・事業活動による温室効果ガスの更なる排出抑制など、地域

の取り組みから地球環境への負荷の削減を図ります。 

各主体の取り組み 

・住民  電気やガス、灯油などの節約を積極的に進めます。 

・事業者 温室効果ガスを出しにくい施設・装置等に切り換え、カーボ

ン・オフセットへの取組みを推進します。 

事業所等における電気やガス、灯油などの使用を必要最小限

に抑制します。 



 

 40 

１ 規制…「水質汚濁

防止法」により、規制

の対象となる施設と排

水基準が定められてい

る。 

また同法では国民の

責務として、河川や沿

岸海域等の水質保全

のため、調理くず、廃

食用油等の処理、洗

剤の使用等を適正に

行うよう心がけ、国や

自治体による生活排

水対策に協力すること

が定められている。 

・町   「羽幌町役場地球温暖化対策実行計画」に基づき、町の事務、

事業における温室効果ガス排出抑制を進めます。 

温室効果ガス排出抑制のための情報提供を継続します。 

町の公用車や機械、設備等の導入に際しては、ハイブリッド

車の導入など、環境へ配慮します。 

（２）河川・海域の水質悪化防止 

工場排水の水質については、我が国では厳しい規制1が行なわれてい

ます。一方、家庭からの生活排水による海域の水質悪化は、漁場の荒廃

につながり羽幌町の基幹産業の一つである水産業は大きな影響を受け

る可能性があります。 

生活雑排水を排出している私たち自身の生活を変え、汚濁負荷を抑え

たライフスタイルを広げる取り組みを進めなければなりません。 

目標 

・家庭からの生活雑排水や事業所からの排水は規制を遵守して排出し、

河川・海域の水質悪化を防ぎます。 

各主体の取り組み 

・住民  家庭からの汚れた排水をできるだけ少なくし、生活雑排水の

汚濁負荷量を低く抑えます。 

公共下水道整備区域では、下水道への接続を進めます。 

公共下水道未整備区域では、合併処理浄化槽の設置を進めま

す。 

・事業者 事業所からの排水は規制値を遵守することはもとより、自主

的な汚濁負荷量の低減を図ります。 

公共下水道整備区域では、下水道への接続を進めます。 

公共下水道未整備区域では、合併処理浄化槽の設置を進めま

す。 

・町   河川・海域の水質調査および調査結果の周知を図ります。 

公共下水道への接続による水洗化の促進を図ります。 

合併処理浄化槽普及のため、助成制度の周知を図ります。 
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１ 家電リサイクル法

…法の施行前までは

市町村が処理してきた

が、処理が困難かつ資

源としての重要性が高

いエアコン、テレビ、冷

蔵庫、洗濯機につい

て、使用者が廃棄処分

する際にその費用を支

払うことが定められて

いる。 

自動車リサイクル法…

従来使用済み自動車

（廃車）は、解体業者

等が売買を通じリサイ

クルや廃棄処分の役

割を担ってきたが、産

廃の最終処分場の残

余容量が不足したり、

鉄スクラップ価格が低

迷した結果、使用済み

自動車の野積みや不

法投棄の増加が懸念

された。これに加え、エ

アコンのフロン類とエ

アバッグを適正に処理

するための新たな制度

が必要となり、使用者

によるリサイクル料金

の支払義務、関連業

者の役割分担が定め

らた。 

これらの法律により体

制が整備されること

で、リサイクル技術や

社会全体の環境保全

意識の向上が期待さ

れる。 

（３）ごみ・廃棄物問題 

ごみの有料化などで、ごみの不法投棄が非常に増えています。その防

止と廃棄物の再資源化を促進するため、家電・自動車リサイクル法1が

施行されました。 

しかし、郊外の人目に付きにくい場所を選んで、家電製品や自動車部

品等を廃棄する悪質な例や、資源回収のためのシステムが出来上がり無

料で収集されているにも関わらず、プラスチックごみや缶・ビン類が無

造作に道端などに捨てられている現状が見られます。 

このような不法投棄は景観を阻害するだけでなく、沿道の草刈り作業

の際に作業者のけがを誘発するなど実被害が生じています。 

このような違法行為を行なわないことは当然ですが、家庭からのごみ

をできるだけ減らすことも重要です。古くなったてんぷら油から手作り

せっけんをつくり利用するなど、これまで「羽幌環境会議」が普及を推

進してきたような、家庭でできるリサイクルへの積極的な取り組みの継

続が求められます。 

目標 

・ごみの分別マナーや廃棄物についての実態を周知し、町民の環境意識

を高めます。 

・再利用・リサイクルを推進し、資源ごみ回収運動やごみの減量化を図

ります。 

・不法投棄、野焼きの撲滅とごみ出しマナーの徹底のため、環境教育を

推進します。 

各主体の取り組み 

・住民  資源回収に参加し廃棄物を減量化します。 

ごみ出しマナー、ルールを遵守し、分別収集に協力します。 

ごみとなる過剰包装を避けて商品のばら売り等を行ってい

る小売店を積極的に利用します。 

マイバッグを利用してレジ袋をもらわないなど、ごみの減量

活動に取組みます。ごみ拾い等のボランティア活動に積極的

に参加します。 

不法投棄をしません。 

・事業者 資源回収に参加し廃棄物を減量化します。 

ごみ出しマナー、ルールを遵守し、分別収集に協力します。 

商品のばら売りや量り売りなど、ごみの発生を減らす工夫を

します。 

一般廃棄物、産業廃棄物の区分に基づき、適正な処理を行い

ます。 
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・観光客 住民と同様に、ごみを投げ捨てず、決められた方法でごみを

処分します。 

・町   ごみの分別収集による資源化を図り、環境への負荷軽減を図

ります。 

ごみの不法投棄が疑われる土地でのパトロールを継続する

ほか、注意喚起の看板や監視カメラを設置などの処置を実施

します。 

再利用・リサイクルによる廃棄物の減量に関する活動を支援

します。 

環境教育の講習会等を継続・充実し、ごみの適切な処理に関

する環境マナーの向上・定着を図ります。 

廃棄物を不法投棄しない遵法意識の定着のため、町民や事業

者、観光客に向けて啓蒙・啓発を行います。 
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１ イギリスには“フット

パス”といわれる「公衆

の歩く権利が設定され

た歩道」が 20数万 km

（地球６周分)にわたっ

て張り巡らされている。 

（４）公園や遊歩道等の自然と親しめる空間づくり 

羽幌の市街地周辺には林や森が多くありますが、遊歩道が整備された自然に

親しむことの出来る所はほとんどありません1。町民や観光客が気軽に自然と親

しむことの出来る遊歩道や公園、自然に親しみ生き物とふれあうことの出来る

空間、川や山が求められています。そのため、既存の公園や遊歩道に連携を持

たせ緑の回廊として整備することも必要です。 

そのような空間を町民が建設・管理する場をつくると共に、緑のある場所が

活用できるよう働きかけを行うなど、身近な緑の保全・創造を推進します。 

目標 

・緑の回廊・遊歩道の整備により気軽に自然と親しめる空間づくりをめざしま

す。 

・公園整備等のボランティアへの支援を行います。 

・町民や事業者の参加のもと、フットパスの維持・整備・活用をめざします。 

・子どもから高齢者まで誰もが公園整備等を通じて関わりあえる、世代間・地

域交流の場づくりをめざします。 

各主体の取り組み 

・住民  ビオトープをはじめとした自然環境の保全・維持活動への積

極的な協力を行うとともに、お互いに参加への呼びかけを行

います。 

フットパスの維持・整備・活用に協力します。 

ボランティアとして、バラ園等の整備に協力します。 

まちなか景観の向上のため、家の庭に花や樹木を植えるなど

の緑化を図ります。 

・事業者 町民の一員として公園等の建設・維持管理を支援します。 

ビオトープをはじめとした自然環境の保全・維持活動への協

力を行います。 

フットパスの維持・整備・活用への協力を行うとともに、利

用促進を図るための情報提供を進めます。 

・町   フットパスの維持・整備・活用をめざし、町民や事業者への

呼びかけを行います。 

ばらボランティアをはじめとした、ボランティア活動の周知

と参加促進へ向けた呼びかけを行います。 

観光客や町民が親しめる緑の回廊の整備を図ります。 

まちなかの緑を増やすため、花や樹木の苗を提供するなど美

化への取組みを行います。 

ビオトープや公園の建設を自らの手で行っている民間団体

等の活動を支援します。 
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（５）環境教育の推進 

環境意識を持ち、自ら考え行動することのできる町民を増やしていくために、

地域、家庭、学校、事業所、各団体などの多くの場で環境教育を行う必要があり

ます。また、様々な場所や機会を通じて、環境保全のための取り組みを指導し普

及させ、環境保全活動を広げることのできるリーダーの育成が必要です。 

目標 

・学校教育の一環として、また生涯教育、地域環境教育、モラル教育と

して環境教育を実施し、町全体の環境マナーの向上をめざします。 

・環境保全活動の将来を見据え、担い手の育成を図ります。 

・環境教育に関する地域の指導者を創出・育成します。 

・町全体の環境教育の普及で循環型社会の形成をめざします。 

各主体の取り組み 

・住民  環境教育の講習会等へ積極的に参加し、周りの住民にも参加

を促します。 

環境団体や官民連携による取組み活性化に参加し、町の環境

特性に則した環境意識・環境問題に対する知識を向上させま

す。 

ペットのフンの処理など、飼育マナーの遵守から環境意識の

定着を図ります。 

・事業者 住民と同様、事業者・教職員においても環境意識・環境問題

に対する知識を向上させます。 

・町   幼少期から将来にわたって理解しやすく、かつ興味を持てる

内容の環境教育の充実を図ります。 

環境保全活動の担い手の育成を図ります。 

現在行っている子ども自然教室等の事業の充実強化をはか

り、自然環境の大切さを学ぶ環境教育を進めます。 

文化公演や社会教育事業等を利用し環境教育を取り入れた

事業を行い、町民への周知を図ります。 

環境に係る取組みと連携した指導者育成を実施しします。 

環境教育は家庭からと考え、親・大人のための環境教育の講

習会を実施します。 

学校教育の一環として、北海道海鳥センターや地元の環境団

体等と連携した総合的学習事業等環境保全・活用に関わる事

業の積極的な取組みを行います。 
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１ スローライフ…p.79 

“ところで、スローライフ

ってなんだっけ？”を参

照。 

環境を意識した行動の

具体的な事例につい

ては、p.77 第６章「み

んなで取組む行動指

針（スローライフ計

画）」を参照。 

２ グリーンコンシュー

マー…p.78 “グリーン

コンシューマー的買い

物の仕方”を参照。 

（６）環境市民の育成 

環境教育を推進する中で、環境意識を持ち自ら考え行動することので

きる町民が増えていくことが、羽幌町のめざす環境の実現への近道です。

そのためには、普段の生活から環境のことを考えて行動する、羽幌型の

スローライフ1の考え方を普及させる必要があります。 

目標 

・スローライフ活動を推進します。 

・グリーンコンシューマー2の育成を進めます。 

・環境まちづくりのための意識づくりを図ります。 

各主体の取り組み 

・住民  スローライフやグリーンコンシューマーの考えを理解・実践

し、同じ考えの人を増やします。 

・事業者 スローライフやグリーンコンシューマーの考えを理解し、そ

の考えに沿った事業を行います。 

・町   スローライフやグリーンコンシューマーの考え方を普及し、

普及を図る町民団体等を支援します。 

町民が普段の生活の中から環境を意識し、環境を保全するま

ちづくりを行うよう普及啓発活動を促進します。 
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１ エコショップ…簡易

包装等によるごみ減量

化や、再生品の積極

的な販売等、リサイク

ルの推進・環境負荷の

低減に取り組む小売

店。 

５ 環境に配慮した行政運営を進める 

（１）事業の見直し 

町が行う事業で自然環境に甚大な影響を与えないよう、工事等を行う

際には環境保全を優先する手法を積極的に採用するなど、環境に配慮し

た行政運営・事業を推進します。 

目標 

・環境に配慮した事業を推進します。 

・環境に配慮した工事手法等を選択します。 

各主体の取り組み 

・事業者 環境に配慮した工事手法を実施します。 

・町   行政が自ら行う事業で環境破壊や甚大な影響を与えないよ

う環境に配慮した事業を推進します。 

町が行う公共事業において環境を優先する工事手法の選択

を行います。 

（２）住民・事業者が参加しやすい仕組みづくり 

環境教育やごみ資源の回収システムなど、町民や事業者が参加や取り組みやすい仕組

みづくりを進めます。 

目標 

・各種支援制度の整備により、住民・事業者が参加しやすい仕組みを整

備します。 

・教育課程や世代に応じた環境教育を、連携的に取り組みます。 

・エコショップ 1を増やす等、ごみ減量化の仕組みづくりを進めます。 

・現在回収していない資源ごみの収集を行うなど、回収システムを改善

します。 

各主体の取り組み 

・住民  環境に関する施策・活動に積極的に参加します。 

・事業者 町・町民の活動に協力します。 

・町 連携的な環境教育の実施を推進します。 

ごみ減量化の仕組みづくりを進めます。 

現在回収していない資源ごみの再利用を進めます。 
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１ スローライフ運動…

p.78参照 

（３）スローライフ運動の支援 

第６章に定める「町民自らが動く行動指針(スローライフ計画)」に定

めるスローライフ運動1について町を挙げて取り組み、羽幌町のめざす

環境の早期実現を図ります。 

目標 

・スローライフ運動に取り組む町民や町民団体の活動への支援を行い、

スローライフの普及・定着を目指します。 

・事業者・産業団体等との協議・支援により、スローライフの普及のた

めの連携を図ります。 

各主体の取り組み 

・住民  スローライフを理解し、環境に配慮された商品を使用するな

どの取組みを積極的に実践します。 

・事業者 スローライフを理解し、支援します。 

・町   「羽幌町役場地球温暖化対策実行計画」に基づいた温室効果

ガス排出抑制施策のほか、町の設備における環境配慮やグリ

ーン購入を進めます。 

町民団体の活動を支援します。 

町民のスローライフ活動につながるイベントを推進します。 
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２ 環境関係事務…羽

幌町の場合、自然環

境、生活環境、鳥獣保

護、自然公園等の分

野に分かれている。 

（４）組織改革 

環境関係事務2を集約し組織化することで、効果的な環境行政を目指

します。 

目標 

・海鳥センター友の会や住民、事業者、環境団体等の協力のもと、北海

道海鳥センターが環境に関する窓口の中心ととなって、羽幌町のめざ

す環境の実現を促進します。 

各主体の取り組み 

・住民  北海道海鳥センターの取組みに協力します。 

・事業者 北海道海鳥センターの取組みに協力します。 

・町   海鳥センター友の会や住民、事業者、環境団体等の協力のも

と、北海道海鳥センターが環境に関する窓口の中心となって、

情報提供や施策を実施します。 

 

（５）国や他の自治体等との協力 

広域にわたる環境問題について適切に対処するためには、国や他の自

治体等との連携・協力を維持した中で、環境保全施策を進める必要があ

ります。 

目標 

・国や他の自治体、団体と連携・協力の上、環境問題について適切に対

処します。 

各主体の取り組み 

・町   国や他の自治体、民間団体、国際機関等と連携・協力を充実

し、環境問題の解決を図ります。 
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６ 観光客の協力を得て自然環境への負荷を減らす 

（１）賢明な利用 

観光客が環境に及ぼす影響を最小限に抑えるためには、地域社会の一

構成員として自覚と責任を持ってもらえるような事前研修やPRが重要

です。 

目標 

・地域の自然を壊さずに利用するという自覚と責任を持った観光を継続

します。 

各主体の取り組み 

・事業者 観光客への事前説明等の注意喚起を行います。 

引率時、観光客が環境に影響のある行動をした場合、責任を

持った注意等を行います。 

・観光客 地域社会の一構成員としての自覚と責任を持ち、環境に影響

の少ない観察を行います。 

ごみ出しマナーを遵守した観光を行います。 

・町   観光事業者や旅館事業者など観光客を引率する前に事前研

修や観察前の注意喚起等を行うことが出来るような研修会

等を実施します。 

各施設やホームページ等での注意喚起を行います。 

観光パンフレット等で環境保全をしながら観光するよう PR

を行います。 

 



 

 50 

（２）環境負荷の軽減 

町民はもとより、観光客がごみ投棄や動植物の盗掘や違法採取を行わ

ないように注意喚起を行います。 

目標 

・観光マナーの徹底と注意喚起を行い、観光地での環境負荷を軽減しま

す。 

各主体の取り組み 

・事業者 観光客への事前説明等による注意喚起を行います。 

引率時、観光客が環境に影響のある行動をした場合、責任を

持って注意等の行動を起こします。 

必要に応じてパトロール等の取り締まりに協力します。 

・観光客 地域社会の一構成員としての自覚と責任を持ち、環境に影響

の少ない観察を行います。 

ごみ出しマナーを遵守した観光を行います。 

・町   各施設やホームページ等での注意喚起行います。 

観光パンフレット等で環境保全をしながら観光するよう PR

を行います。 

必要に応じ、パトロール等の取り締まり体制をとります。 
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７ 施策の体系図 

 
１ コミュニケーションを土台にした合意形成 １－１ 情報の提供 

２ 自然に学び自然のしくみを再認識し自然と

共に暮らす地域づくりを推進する 

４ ライフスタイルの見直しで環境負荷を減らす 

３ 事業活動の発展と環境の保全・活用・継承の

両立をめざす 

５ 環境に配慮した行政運営を進める 

６ 観光客の協力を得て自然環境への負荷を減

らす 

１－２ 人づくりの場と機会をつくり

住民間の連携をつくる 

２－１ 海鳥を守る 

２－２ 自然林を守る 

３－１ 魅力ある農村･漁村づくり 

豊かな自然を生かした産業 

２－３ その他の生き物を守る 

２－４ 森の保全・活用・創出 

２－５ 川の保全・活用 

３－２ エネルギー・資源の有効利用 

３－３ 未開発の資源の利用 

４－１ 地球温暖化防止 

４－２ 河川・海域の水質悪化防止 

４－３ ごみ・廃棄物問題 

４－４ 公園や遊歩道等の自然と親し

める空間づくり 

４－５ 環境教育の推進 

４－６ 環境市民の育成 

５－１ 事業の見直し 

５－２ 住民・事業者が参加しやすい

仕組みづくり 

５－３ スローライフ運動の支援 

５－４ 組織改革 

６－１ 賢明な利用 

６－２ 環境負荷の軽減 

２－６ 海の保全・活用 

３－４ 自然を残しながらの開発 

３－５ 産業廃棄物の発生抑制 
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情報交換や交流事業の開催、情報発信元の多様化 

住民が集える場（ボランティアセンター）の設置、ボランティア団体の活動支援 

ボランティア団体・個人の集う機会の創出支援、活動の担い手の育成 

海鳥の生息できる海洋環境をとり戻す、海鳥センターの活用、住民・観光客への住民啓発、ペットの飼

い方 

植樹、自然林の保全に関する環境教育 

生き物の実態調査、生息環境の保護、ペットの飼い方、特定外来種対策 

実態の周知、植樹の推進、学校林の維持管理、緑の回廊・遊歩道の整備、森を学ぶ機会づくり 

実態の周知、下水道普及、親水地域の創出、安全な水道水の確保、川を学ぶ機会づくり 

環境保全と産業の両立、消費者への啓発、安全な食の情報提供、地産地消、産消協働、地域資源の再認

識 

自然エネルギーの活用、エネルギーの転換､廃食油再燃料化・木質系バイオマス燃料の普及促進 

森林資源・海洋資源等の利活用 

自然の機能を持続した開発 

公害の防止、循環型社会の形成 

温室効果ガスの排出抑制、生活から変える運動の推進、カーボン・オフセットの推進 

家庭排水の改善、工場排水の改善、下水道普及 

実態の周知、ごみ回収運動、せっけん普及促進、ごみ出しマナーの徹底、ごみの減量化 

学校での環境教育、生涯教育、地域環境教育、モラル教育、地域からの指導者の育成、循環型社会の形成、

ペットの飼い方 

グリーンコンシューマーの育成、スローライフ活動の推進、環境まちづくりの意識づくり 

環境に配慮した事業推進、工事手法等の選択 

住民・事業者が参加しやすい仕組みづくり 

住民活動への支援、事業者・産業団体等との協議・支援 

環境に関する窓口の一元化、効果的な組織形態 

ＰＲの必要性 

ごみ投棄、盗掘等の注意喚起・取締 

自然と親しめる場づくり、緑の回廊・遊歩道の整備、ボランティア支援制度、世代間交流の場づくり、

ビオトープ・フットパスの整備・活用 

実態の周知、ごみ回収運動、親海地域の創出、海を学ぶ機会づくり 
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第４章 羽幌町が進める重点プロジェクト 

１ 環境意識をもった町民の育成 

町内にはすでに、羽幌環境会議や羽幌みんなでつくる自然空間協議

会、消費者協会など環境保全活動に携わる団体や個人ボランティアが

いらっしゃいます。今後、町はこのような取り組みをさらに充実させ、

町民、団体、個人ボランティアと協力を進めながら町民の意識改革に

積極的に取り組んでいきます。 

特に、小さいころから自然とふれあい、色々な体験の中から生態系

のつながりや自然の循環などを学ぶことは非常に重要であり、また日

常の中でなるべく環境に負荷を与えない生活の仕方などを子どもの

ころから学ぶ必要があります。そのために、環境学習の推進と学校教

育への協力を進めていきます。 

【重点施策】 

・保育園・幼稚園では、幼少の頃から自然とふれあい、自然と親しむ

事ができる機会を提供します。 

・小学校では、地域の自然について学ぶ機会を増やし、自然環境を大

切にする意識を育むための教育を実施します。 

・中学校、高校では、海岸清掃や地域のごみ拾い活動など、地元の自

然環境を守る取組みを通じて、日常の中で環境に負荷をかけない生

活ができるようにします。 

・保護者を対象として、各家庭で子どもと一緒に取組める環境保全活

動を紹介するほか、講習会やイベント等を実施します。 

目標 

・環境意識を持ち、環境に配慮した生活が出来る町民を増やします。 

・それぞれの年代に応じた環境教育を定着させます。 
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推進主体 

・住民  環境に配慮した生活が出来る子どもを育てます。 

地域で開かれる環境教育の講習会に参加するほか、周りの

住民の参加の呼びかけや互いに情報交換を行います。 

・事業者 地域で開かれる環境教育の講習会に参加します。 

・町   幼児からでも理解しやすく、興味を持てるような環境教育

の機会づくりを推進します。 

学校教育の中の環境教育との連携・協力を取ります。 

教材･指導者等を提供します。 

社会教育事業等により、学習機会を提供するとともに、広

く周知を行います。 

環境教育の講習会等の企画・指導等を行う担い手の育成を

図ります。 

スケジュール 

・短期（５年以内） 

環境教育の機会の充実を図ります。 

環境教育の講習会やイベントを実施します。 

学校教育との連携･協力の協議を行います。 

環境教育の講習会等の企画・指導等を行う担い手の育成を

図ります。 

・中長期(５年以降) 

     全ての年代の町民への環境教育の機会を充実・定着させま

す。 

環境教育の講習会等の企画・指導等を行う担い手の育成を

図ります。 
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１ インタープリター…

本来は「通訳者」のこと

であり、史跡などのガ

イドに対する呼称とし

ても用いられる。最近

では自然環境の中で

の現象などを分かりや

すい解釈で観察者や

観光客に「通訳」するこ

とから、自然観察イン

ストラクターなどの呼

称としても用いられる

ようになった。 

２ 天売・焼尻の自然の賢明な利用 

観光客は一時的な滞在ですが、環境に及ぼす影響は決して少なくあ

りません。天売･焼尻の自然環境は羽幌町の宝であり、それを観光と

調整しながら保全・再生をめざす必要があります。 

【重点施策】 

・観光客が「自然の賢明な利用」が体験できるよう、自然環境体験プ

ログラムを作成します。 

・自然環境や動植物への影響を最小限に食い止める取組みや事業を進

めます。 

目標 

・事前説明等を行う人材（インタープリター1）の育成を行います。 

・自然環境･動植物に影響の少ない取組みを行います。 

推進主体 

・事業者 自然環境体験プログラムを通じて観光客に「自然の賢明な

利用」を体験してもらいます。 

・町   必要に応じ、インタープリターの養成を行います。 

自然環境・動植物に影響の少ない事業を進めます。 

スケジュール 

・短期（５年以内） 

インタープリター研修会を実施します。自然環境・動植物

に影響の少ない事業を進めます。 

・中長期(５年以降) 

自然環境・動植物に影響の少ない事業を進めます。 
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３ シーバードフレンドリー制度の創設・運用 

羽幌地域に生息する海鳥を取り巻く自然環境の保全と地域産業の

活性化を目的として「シーバードフレンドリー制度」を創設し、環境

に配慮した取組みに対して助成等を行います。 

【重点施策】 

・「シーバードフレンドリー制度」を創設します。 

・「シーバードフレンドリー制度」の取組みの一つとして「はぼろ環

境賞」を創設し、活動や研究費の一部を助成します。 

・活動や研究成果から、新たな町民や事業者の活動や、まだ研究の進

んでいない動植物についての調査･研究を深めます。 

目標 

・海鳥を取り巻く自然環境の保全と地域産業の活性化を図ります。 

・自然環境の保全に関する活動や取組みを発掘し、支援します。 

推進主体 

・住民  環境に対する取組みを行います。 

・事業者 環境に配慮した事業や取組みを行います。 

・町   環境省や事業者等と連携し、「シーバードフレンドリー制

度」を創設します。 

町民や事業者の取組みに対して「シーバードフレンドリー

認証」を行います。 

優れた取組みに対しては、「はぼろ環境賞」を表彰します。 

スケジュール 

・短期（５年以内） 

「シーバードフレンドリー制度」を創設します。 

・中長期(５年以降) 

「シーバードフレンドリー制度」を運用し、「はぼろ環境

賞」を定着させます。 
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４ 環境にやさしい産業の推進 

羽幌町の基幹産業の水産業は多くの自然や生き物と関わりを持っ

ています。平成16年からはトドの駆除を止め、漁業被害のあった漁家

に漁網を補助したり、平成27年からは海鳥の混獲を防ぐための研究が

環境保全団体と漁業者の協力のもと行われているなど、先進的な取組

みを行っています。 

農業、林業では、農薬の適正利用や山林の状態を悪化させないよう

な適切な伐採を行うなど環境に配慮した取組みを推進します。 

今後においても、環境に配慮した事業や取組みを進め、効果的な手

法の確立を目指していく必要があります。 

【重点施策】 

・海鳥や海獣にやさしい漁業･漁法を研究し、産業に結び付けていき

ます。 

・環境に配慮した農業を推進します。 

・山林の状態を悪化させないような適切な事業を推進します。 

目標 

・海鳥･海獣を混獲しない漁法で漁獲した商品であることを明記した

販売方法等の研究を行います。 

・環境に配慮した農業を推進します。 

・山林の状態を悪化させないような適切な事業を推進します。 

推進主体 

・住民  環境に配慮された商品を買う事によって、事業者の活動を

支援します。 

・事業者 行政等と連携し、海鳥や海獣にやさしい漁法･漁具等の研

究を進めます。 

環境に配慮した農業を推進します。 

山林の状態を悪化させない適切な伐採を行います。 

「シーバードフレンドリー制度」を広めるなど、消費者に

自然保護を訴える事業展開を行います。 

・町   潜水する海鳥がかかりにくい漁法･漁具等の研究を支援し

ます。 

海鳥･海獣の混獲について調査し、情報を提供します。 

環境に配慮した取組みを行っている事業者に対し、事業を

継続するための支援を行うほか、新規の取組みに対しても

支援を行います。 
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スケジュール 

・短期（５年以内） 

潜水する海鳥がかかりにくい漁法・漁具等の研究を支援し

ます。 

環境に配慮した取組みを行っている事業者に対し、事業を

継続するための支援を行うほか、新規の取組みに対しても

支援を行います。 

・中長期(５年以降) 

潜水する海鳥がかかりにくい漁法･漁具等の実施を支援し

ます。 

環境に配慮した取組みを行っている事業者に対し、事業を

継続するための支援を行うほか、新規の取組みに対しても

支援を行います。 
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１  ライフスタイル…

p.23参照 

５ ライフスタイルを見直す町民運動 

私たちの日常生活や事業活動で発生する様々な環境負荷が、地球温

暖化や酸性雨、海洋汚染等を引き起こしています。 

環境への負荷の少ない循環型の社会を構築していくために、節電・節

水･節約など省エネルギー･省資源型のライフスタイル 1 を定着させ

る必要があります。 

【重点施策】 

・温室効果ガスの排出抑制します。 

・石けんなど環境に配慮した生活用品を使用し、家庭排水を改善しま

す。 

・ごみの減量化･再資源化を進めます。 

目標 

・環境への負荷の少ないライフスタイルを定着させます。 

推進主体 

・住民  電気やガス、灯油などの節約を進めます。 

石けんなど環境に配慮した生活用品を使用することで、家

庭からの排水を自然に分解されやすくします。 

公共下水道整備区域では、下水道への接続を進めます。 

公共下水道未整備区域では、合併処理浄化槽の設置を進め

ます。 

マイバッグの利用によるごみの減量化やゴミの分別によ

る再資源化への取組みを進めます。 

・事業者 事業活動から温室効果ガスを出しにくい施設･装置等に切

り換え、カーボン・オフセットへの取組みを推進します。 

事業所から出る排水等の量を減らし、自然に分解されやす

いものを出す取組みを図りします。 

ごみの減量化・再資源化への取組みを進めます。 

廃棄物を適正に処理します。 

公共下水道整備区域では、下水道への接続を進めます。 

公共下水道未整備区域では、合併処理浄化槽の設置を進め

ます。事業所等における電気やガス、灯油などの使用を必

要最小限に抑制します。 
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・町   環境負荷の少ないライフスタイルなど、環境配慮の考え方

を周知するため、情報提供および講習会･イベント等の開

催を推進します。 

講習会やイベントの開催情報の発信先を多様化し、多くの

人に来てもらいます。 

ごみの減量化や再資源化など、ごみに係る環境教育の内容

を充実化し、意識定着を図ります。公共下水道への接続に

よる水洗化の促進を図ります。 

合併処理浄化槽普及のため、助成制度の周知を図ります。 

 

スケジュール 

・短期（５年以内） 

環境団体等と連携した情報の提供と、講習会･イベント等

の開催を推進します。 

ごみの減量化や再資源化など、ごみに係る環境教育の内容

を充実化し、意識定着を図ります。 

講習会やイベントの開催情報の発信先を多様化し、多くの

人に来てもらいます。 

・中長期(５年以降) 

環境団体等と連携した情報の提供と、講習会･イベント等

の開催を推進します。 

ごみの減量化や再資源化など、ごみに係る環境教育の内容

を充実化し、意識定着を図ります。 

講習会やイベントに継続的に来てもらえるような内容を

検討します。 

環境負荷の少ないライフスタイルの定着へ向けた活動を

推進します。 

 



 

 64 

６ ごみ減量に向けた連携 

【重点施策】 

・町民･事業者･町が連携してごみの減量化の取組みを進めます。 

・それぞれの主体による取組みに対し、「シーバードフレンドリー

認証」を行います。 

目標 

・「シーバードフレンドリー制度」との連携により、環境にやさしい

取組みを積極的に行う小売店を増やします。 

推進主体 

・住民  マイバッグ利用など、ごみ減量化へ関心を持った行動を継

続します。 

・事業者 ごみ減量化へ関心を持ち、流木などの利活用が見込める廃

棄物を活用します。 

環境にやさしい取組みを継続します。 

・町   様々な方法で町民にごみ減量化に関する情報を伝えます。 

「シーバードフレンドリー制度」と連携し、環境にやさし

い取組みを積極的に行う小売店を評価し、認定し PR 等の

支援を行います。 

スケジュール 

・短期（５年以内） 

「シーバードフレンドリー制度」と連携し、環境にやさし

い取組みを積極的に行う小売店を評価し、認定し PR 等の

支援を行います。 

・中長期(５年以降) 

「シーバードフレンドリー制度」と連携し、環境にやさし

い取組みを積極的に行う小売店を評価し、認定し PR 等の

支援を行います。 
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１ 「つなげよう、支え

よう森里川海」プロジェ

クト…私達の暮らしは

自然によって支えられ

ており、それを象徴す

るものとして、 「森 」

「里」「川」「海」が挙げ

られる。それらは本

来、互いに繋がり、影

響し合っていることか

ら、行き過ぎた開発や

利用・管理不足などに

よって繋がりが断たれ

てしまい、質が下がっ

てしまうことが懸念され

る。 

少子高齢化が加速し

ている中、どのように

「森里川海」を保全・管

理し、地方創生につな

げていくか等の対策や

取組みを議論し、広め

ていくため設立された

プロジェクト。 

７ 森里川海のつながりの保全 

環境省が進めている、「つなげよう、支えよう森里川海」プロジェ

クト1の考えに賛同し、「森」「里」「川」「海」の繋がりが途絶えない

よう環境保全活動を進めていきます。 

【重点施策】 

・町民自らが守らなければならない環境や森里川海のつながりを理解

し、保全活動を行います。 

・環境保全活動等の財政支援を町が行います。 

目標 

・森や川、海、遊歩道、公園を守り育て、未来の子ども達に引き継ぐ

ことをめざします。 

・森里川海のつながりを理解して環境保全活動ができるようにします。 

推進主体 

・住民  各種ボランティア活動に参加します。 

協力して森や川、海、遊歩道、公園等を守り･育てます。 

森里川海のつながりを理解し、環境保全活動に取組みます。 

まちなか景観の向上のため、家の庭に花や樹木を植えるな

どの緑化を進めます。 

・事業者 各種ボランティア活動に参加します。 

協力して森や川、海、遊歩道、公園等を守り･育てます。 

森里川海のつながりを理解し、環境保全活動に取組みます。 

・町   守り･育てるための経費の支援を行います。 

まちなかの緑を増やすため、花や樹木の苗を提供するなど

美化への取組みを進めます。 

環境省と連携し、住民に森里川海のつながりが学べる機会

を創出します。 

○スケジュール 

・短期（５年以内） 

森や川、海、遊歩道、公園を守り育てます。 

自然環境を保全するための支援を行います。 

森里川海のつながりが学べる機会づくりを行います。 

・中長期(５年以降) 

森や川、海、遊歩道、公園を守り育てます。 

自然環境を保全するための支援を行います。森里川海のつ

ながりが学べる機会づくりを行います。 
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８ スローライフ計画の実行 

【重点施策】 

・環境基本計画第６章「町民自らが動く行動指針(はぼろスローライ

フ計画)」に基づいた町民の取組みを促進します。 

目標 

・スローライフ計画の実行のため、町民団体と連携した町民への周

知・支援を行い、定着を図ります。 

推進主体 

・住民  町民団体に参加し、スローライフ計画に基いた取組みを行

います。 

・町   町民団体の活動を支援します。 

メンバーの講習や町民への周知・支援を行います。 

「羽幌町役場地球温暖化対策実行計画」に基づいた温室効

果ガス排出抑制施策のほか、町の設備における環境配慮や

グリーン購入を進めます。 

町民のスローライフ活動につながるイベントを推進しま

す。 

スケジュール 

・短期（５年以内） 

町民団体の活動を支援します。 

講習会などの周知活動を行います。 

「羽幌町役場地球温暖化対策実行計画」に基づいた温室効

果ガス排出抑制施策のほか、町の設備における環境配慮や

グリーン購入を進めます。 

・中長期(５年以降) 

町民団体の活動を支援します。 

講習会などの周知活動を行います。 

「羽幌町役場地球温暖化対策実行計画」に基づいた温室効

果ガス排出抑制施策のほか、町の設備における環境配慮や

グリーン購入を進めます。 
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第５章 地区別・事業別等環境配慮の方針 

１ 地区別の環境配慮 

羽幌町は北海道本土の羽幌地区と、離島の天売地区・焼尻地区で構成

される自治体です。それぞれの地区で環境特性が異なるため、地域の実

情に合わせた環境配慮の事項を定める必要があります。 

ここでは、羽幌町がめざす環境を実現するため、地域の環境特性や地

域住民の環境に対する意識、地域の将来を考慮して基本方針に則した「め

ざす環境配慮の事項」を示します。 

 

（１）羽幌地区 

○地区の環境特性 

羽幌地区は羽幌町の中心地域であり、行政、商工業を市街中心部に

据え、周辺には住宅地が広がっています。郊外には町の基幹産業であ

る農業の水田地帯が広がり、高台地区では酪農業が営まれています。 

山間部は羽幌町の約９割を占める森林地帯になっており、国有林

33,400ha、町有林900ha、民有林6,100haに及ぶ広大な森林が分布して

いますが、林業の衰退等により管理が行き届かない面もあります。 

○課題 

【下水道・生活雑排水】 

市街地では公共下水道が供用開始されており、平成27年度末におけ

る普及率は84％となっています。町民の約７割弱が下水道を活用し地

域環境の保全に努めている一方、未だ下水道への接続をしていない町

民もいることから、下水道の役割や効果を周知しつつ水洗化を促進す

る必要があります。 
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【ごみの不法投棄】 

平成13年よりごみの分別収集が、平成14年からはごみ処理の有料化

が開始されました。、市街地周辺の不法投棄は減りつつありますが、

海水浴目的の観光客による不法投棄は未だにされている状況にあり

ます。 

また、郊外の人目に付きにくい沢地や山間部では、家庭ごみのほか

粗大ごみや家電製品などが不法投棄されており、景観と環境の悪化が

顕在化しています。一部の町民や観光客の環境に対する意識･モラル

の低さと心無い行動がこのような状況を生み出していると考えられ、

天売・焼尻地区でも同じような現象が起こっています。このような不

法投棄に対しては、関係機関との連携による監視や調査、指導を進め

ていく必要があります。 

一方、天売島や焼尻島では、海岸漂着物が大量に打ち上げられてい

ます。漂着物の大半は海上を漂流する国内外のプラスチックごみや漁

具であり、町民の手で海岸清掃を行っても海が荒れた翌日には再び漂

流ごみが打ち上げられ、また元と同じごみだらけの海岸になってしま

う状況にあります。 

 

【森林管理】 

以前は羽幌地区に流れる２級河川羽幌川と築別川の土砂流入が非

常に多く、上水道の浄水処理施設が機能しなくなるなどの問題が起き

ていましたが、近年におきましては、適切な植林や伐採を実施するこ

とにより土砂流入が減少し、良好な状態が保たれています。 

今後もこの良好な状態を保つため、計画的な事業実施と維持管理を

継続していく必要があります。 

 

【農業】 

農業における農薬の散布は必要最小限の量で行われており、ホタル

などの水辺の生物の姿が戻るよう、これからも環境負荷の低い農業を

進めていく必要があります。 

 

【郊外と街中の緑】 

郊外には林や森など緑が多くありますが、人が立ち入ることのでき

る遊歩道など緑のレクリエーション空間の整備は行なわれていませ

ん。 
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○羽幌地区のめざす環境 

・自然を感じ、安全で快適な田舎暮らしができるまち、環境に配慮し

た産業が息づく町をめざします。 

・遊歩道や緑の回廊、公園等を市街地周辺に整備し自然とふれあい、

保護すべき環境を体感できる機会や場所を増やします。 

・失われた自然をとりもどし、街中は緑と花に包まれる、うるおいの

あるまちを創ります。 

・安全な食を提供できる産業として農業、漁業を推進し、水資源や河

川・海洋汚染を防ぐため、森林を育成し緑の充実した町、豊かで質

の高い環境の町をめざします。 

 

○主な環境配慮事項 

農業   消費者ニーズに合った安全で良質な食料を安定的に供給

できる体制づくりをめざしすほか、農業の持つ多面的機能

を損なわないような農法を進めます。 

林業   水資源や国土保全、保健休養の場の提供など多様な機能を

高度に発揮して行くことのできる林業をめざします。 

漁業   水産資源の保全や海鳥の混獲の防止、海底環境の撹乱の防

止等、海洋生態系に配慮しながら、安全で質の高い食料を

提供します。 

商業   安全で質の高い食料･商品を提供するための仕組みづくり、

ごみの発生が少ない販売方法や商品提供、地産地消ができ

るシステムづくり等、環境に配慮した営業を行います。 

工業   大気汚染や水質汚濁の防止など、周囲の自然環境・生活環

境に悪影響を与えない措置を徹底した事業を行います。ま

た、ごみの発生が少ない商品づくりや製造方法に留意しま

す。 

消費者  グリーンコンシューマーとして、安全な食材と環境に配慮

した商品を提供する店を積極的に利用するほか、ごみの排

出を減らす、再利用する等を心掛けます。 
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（２）天売･焼尻地区 

○天売地区の環境特性 

天売島は羽幌町本土から日本海沖24kmに焼尻島と並んで位置する、

周囲12kmの離島で、｢暑寒別天売焼尻国定公園」として指定されてい

ます。 

島の西海岸の切立った崖地周辺は約100万羽の海鳥が繁殖する地域

で、この西海岸の海鳥繁殖地は国の天然記念物に指定されています。

また、島の東側に住宅が集中していることから、海鳥と人間とが共存

している島とも言えます。 

天売島の海鳥を観察するため、毎年大勢の観光客が訪れています。 

 

○天売地区の課題 

天売島周辺においても海水温の上昇等の海洋環境の変化により、今

まで繁茂していた海藻が消える磯焼け現象のほか、魚種の変化や漁獲

量の減少等、海洋生態系の大きな変化が起きており、漁業者は海洋環

境が変化していることを感じています。 

もともと湧昇流に恵まれ、自然海岸や藻場等が広がる天売島周辺の

海域は、漁業者にとって貴重な漁場であり、また羽幌町の漁業の基盤

でもあります。 

この海域の環境保全や漁業の再生のための取組みを進め、現在実施

している種苗での地先資源の維持や移植放流による藻場造成等を継

続していく必要があります。 

近年では、環境保全団体との連携による海鳥・海獣の混獲防止のた

めの漁法の開発が進められているほか、島の子どもたちから大人まで

島民をあげての清掃活動などの活動が継続的に行われています。。 

一方で、不適切なごみ処理が一部見られることから、環境教育やモ

ラル教育等に合わせて、法律で禁止されている不法投棄や野焼きなど

を行わないよう、ごみの適正処理、普及啓発活動が必要です。 



 

 72 

○焼尻地区の環境特性 

天売島と一緒に日本海に位置する周囲12kmの離島で、｢暑寒別天売

焼尻国定公園」として指定されています。 

島の大半はオンコ（イチイ）やミズナラ等の自然林で覆われており、

この自然林は国の天然記念物に指定されています。 

 

○焼尻地区の課題 

天売島と同様に海水温の上昇は魚種や漁獲量に大きな影響を与え

ており、漁業者は海洋環境変化していることを感じています。 

焼尻島周辺海域の環境保全や漁業の再生のための取組みを進め、現

在実施している種苗放流での地先資源の維持や移植放流による藻場

造成等を継続していく必要があります。 

観光の目玉である焼尻自然林はミズナラとオンコが複層林(二段

林)を形成する優れた植生を示していますが、上層林であるミズナラ

群生域が優勢となり、拡大しつつあります。また、自然林内のオンコ

は老木や立ち枯れ・倒木が多くなっており、今後のオンコ林の存続を

考えると後継樹が少ないことが憂慮されています1。 

また天売地区と同様、焼尻地区でも不適切なごみ処理が一部見られ

ることから、環境教育やモラル教育等に合わせて、法律で禁止されて

いる不法投棄や野焼きなどを行わないよう、ごみの適正処理、普及啓

発活動が必要です。 
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天売･焼尻地区のめざす環境 

・人と海鳥が共存できる自然豊かな天売島をまもります。 

・緑豊かで自然と人間が共存できる焼尻島をまもります。 

・生態系の一員としての自覚を持った島民が暮らす島をめざします。 

・自らの生活や仕事の場である海の環境を、自らの力で持続させる努

力を行う島をめざします。 

・安全な食料を豊富に提供できる島をめざします。 

・安心して生活が出来る島をめざします。 

 

○主な環境配慮事項 

漁業   海鳥や海獣などの混獲を防ぐ漁具･漁法等を研究し、海洋

生態系を持続できる漁業をめざします。 

観光   自然や生き物に配慮した見せ方、観察の仕方を提供します。 

自然環境体験プログラムによって「自然の賢明な利用」が

体験できる仕組みを作ります。 

消費者  ごみを出さない、減らす運動を行います。 

ごみの適正な処理を遵守します。 

家庭からの排水等で海を汚さないよう心掛けます。 

豊かな海を取り戻すため、植樹などの活動を行います。 
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２ 事業別の環境配慮 

（１）漁業 

漁業を取り巻く環境においては、海水温の上昇等による、磯焼け現

象や魚種・漁獲量の変化は、漁業者に大きな影響を与えており、今後

の地先資源の維持・管理や藻場の造成等が課題となっています。 

また、漁業者が海を生活と仕事の場とし続けるために、当事者とし

ての責任や環境に対する理解を求めていく必要があります。 

 

○主な環境配慮事項 

・海鳥や海獣などの混獲を防ぐ漁具･漁法等を研究し、海洋環境を持

続できる漁業をめざします。 

・安全で質の高い食料を豊富に提供できる漁業をめざします。 

・豊かな海を取り戻すため、植樹などの活動を行います。 

・水産資源が維持されるよう、適切な魚種･漁獲量を保ちます。 

・海にごみを捨てない、ごみを減らす、ごみを適正に処理すると共に、

ごみ回収サイクルを確立します。 

・環境マナー遵守の徹底と、環境教育を進めます。 

 

（２）農業 

依然として輸入農産物の残留農薬の危険性や、遺伝子組換え作物、

農産物の産地偽装等の食に関わる不安がある中、消費者からは食に対

する安全・安心が求められています。 

そのため、羽幌町においても食の安全の確保に向け、減農薬や有機

栽培をはじめとした、環境だけでなく人にもやさしい農産物の生産を

進めるとともに、消費者においては地元で積極的に消費することを心

がける必要があります。 

○主な環境配慮事項 

・消費者ニーズに合った安全で良質な食料を安定的に供給します。 

・地域の食材を地元で消費できるシステムを作ります。 

・農業者としての環境マナーの徹底と、環境教育を進めます。 

・環境に配慮した農業を進めます。 

・食の安全・安心の確保や、地域の生物多様性の保全のため、遺伝子

組換え作物の栽培は行わないものとします。 
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（３）その他 

漁業･農業以外の産業においても、それぞれの分野で対応可能な環

境配慮を求めていきます。 

 

【廃棄物】 

産業活動に伴い発生する産業廃棄物については、その抑制を求める

と共に、跡を絶たない産業廃棄物の不法投棄を企業倫理の遵守を求め

ていくことで根絶を図ります。また環境の配慮に合わせた教育･指導

が必要です。 

一方、家庭ごみの中には、商品を飾り保護する包装物が多くを含ま

れています。包装済みの商品をトレイに置き、さらにラップで包むよ

うな過剰包装が行なわれていたり、ばら売りできる物でも袋詰やパッ

ク売りされているなど、ごみ減量化に向けて改善すべき点があります。 

また、近年において、生活雑排水として排出され、終末処理を通り

抜けてしまう微小な廃棄物であるマイクロプラスチックが問題とな

っています。終末処理場から海に排出されたマイクロプラスチックを

魚やプランクトンが取り込んでしまうことで、生態系に影響を与えて

しまう危険があるため、マイクロプラスチックを含有した商品の使用

を控える必要があります。 

事務活動が中心となる業種では、紙類の再利用・リサイクル等環境

に配慮した事業活動を行うとともに、省資源・省エネルギーなどに積

極的に取り組む必要があります。 

 

【公害】 

製造活動にともなう工場排水や悪臭・騒音の発生については、公害

防止に関する法体制が整備されていることもあり改善されてきてい

ます。これからも法令等を守り、公害の防止、循環型社会の形成、エ

ネルギーの有効利用、産業廃棄物の発生抑制等、環境に配慮した事業

活動を求めます。 

大気汚染の防止等に関する法規制により自動車排ガス対策が進め

られていますが、今後は低燃費･CO2低排出等、環境負荷の低い車輌の

導入が望まれます。 
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【開発行為】 

開発行為に関わる者は、現況の自然環境が持つ機能を損なうことな

く、かつ50年先の影響を考慮した開発を行う必要があります。 

 

【観光】 

観光客による環境に及ぼす影響は町民活動以上に大きな場合があ

ります。特に、一部の観光客による無責任なゴミの投棄、自然の中の

動植物に対する間違った接し方、無断での立ち入りや採取など、大き

な環境負荷となる場合があります。従って、賢明な利用を行なうため

に、事前の注意勧告やマナー講習など必要な措置を講ずる必要があり

ます。 

 

【林業】 

山林の崩壊は土砂の過剰な流出による海底環境の悪化を招くだけ

でなく、河川を通じて森から海へ供給される栄養物質を減少させ、ひ

いては持続的な水産資源の利用が不可能となる恐れがあります。豊か

な森や川、海を守るため、植樹や適正な伐採などにより山林の荒廃を

食い止める必要があります。 

 

○主な環境配慮事項 

・環境負荷の少ない工法で工事を行います。 

・事業者としての環境マナーの徹底と、環境教育を進めます。 

・自然環境・生活環境に配慮した事業運営を行います。 

・排水による水質汚濁・騒音・悪臭等の公害防止に努めます。 

・産業廃棄物を減らすと共に、適正に処理します。 

・循環型社会の形成に協力します。 

・環境負荷の低い車輌を使用し事業活動を行います。 

・レジ袋･過剰包装の減少化、量り売り、ばら売り等を進め、環境に

配慮した商品販売を行います。 

・山林の状態を悪化させない適正な伐採を進めます。 
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１ スローライフ運動…ス

ローライフの実践・普及の

ために、この章で提示して

いる具体的な取り組み。 

第６章 みんなで取組む行動指針（はぼろ

スローライフ計画） 

「みんなで取組む行動指針」は、町民一人ひとりが羽幌の未来の子

どもたちによりよい環境を残すための、行動モデルとなるものとして

作成しました。 

日常生活を過ごす上で気を付けたい事に合わせ、環境計画町民会議

の中で話し合ったもの、実際に行動に移したものについて、｢スロー

ライフ運動1」として提案します。 

 

１ グリーンコンシューマーになろう 

○グリーンコンシューマー的買い物の仕方 

「グリーンコンシューマー」とは、地球環境や地域社会に配慮した

視点に立ち、生産者や販売者をよく選んだ上で買い物をする消費者で

す。これは、1988年にイギリスで出版された「The Green Consumer 

Guide」(グリーンコンシューマーガイド)という本が発端となって始

まった、誰でも一人で始められ、社会に影響を与えることが出来る活

動です。 

この流れを受け日本では、グリーンコンシューマーにふさわしい買

い物の仕方として「グリーンコンシューマー全国ネットワーク」が10

原則を考案しました。これを参考にアレンジした買い物の仕方を紹介

します。 

 

1.環境問題に熱心な会社の製品や店を選ぶ 

2.包装が最小限のもの、容器は再使用出来るものを選ぶ 

3.必要なものを必要な量だけ買う 

4.資源やエネルギーを浪費せず、長く使える製品を選ぶ 

5.健康に悪かったり、環境を汚染して自然を損なったりしないものを

選ぶ 

6.近くで生産･製造されたものを選ぶ 

7.リサイクルされたものやリサイクルシステムのあるものを選ぶ 
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○ところで、スローライフってなんだっけ？ 

スローライフには色々な解釈がありますが、ここでは「わたしたち

が大切なことに目を向け、大切なことにもっと手間と時間をかける余

裕を持つために、ゆっくりとしたペースで充実した生活を過ごす」と

いうことと考えています。 

そして、「はぼろスローライフ計画」の最終目標は、環境汚染がな

く人々の健康が保たれている社会で、快適で楽しい人生を送ることの

できる、本当の意味での「豊かで質の高い環境」を求めることです。 
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○レジ袋をもらわない…グリーンコンシューマーへの第一歩 

レジ袋は乳幼児を除く国民一人あたりで年間約300枚使うと言われ

ています。羽幌町の乳幼児を除く人口を7,200人とすると年間216万枚

が消費されていることになります。 

1枚のレジ袋を製造するためには、原料と製造のためのエネルギー

で18.3mlもの原油が消費されていますので 

219万枚×18.3ml/枚 ＝ 4,008万ml ＝ 約4万l 

�町全体で1年間200lのドラム缶 約200本分、町民ひとりがレジ袋だ

けで2lペットボトル3本弱5.5lの原油を使っている計算になります。 

買物の時にはなるべく自前のカゴやバッグを持ち歩き、レジ袋の消

費を減らしましょう。 

 

２ 家庭から川や海を汚さない運動 

○台所は川・海の入り口 

みなさんの家庭から出る様々な排水を、魚がすめるようになるまで

薄めるには、どれだけの水の量が必要なのでしょうか？ 

水の汚れ具合を示す指標の一つにBOD1があります。コイ･フナ等が

すめる程度の水質（BOD５mg/l）にするためには、浴槽(１杯 200l）

何杯分の水で薄める必要があるかを以下に示します。 

 

□醤油・ソースの原液 10 mℓを台所から流した場合、風呂桶 1.5杯分、

300 ℓが必要です。 
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□みなさんは高血圧や体調を考えて塩分を取り過ぎないように、ラー

メンのスープは残して捨てませんか？そのラーメンスープ 200 ml

に対して、風呂桶５杯分、1,000 ℓが必要です。 

 

□米のとぎ汁２ℓに対して、風呂桶６杯分、1,200 ℓが必要になります。

なるべく、とぎ汁は植木や畑に撒くと肥料になります。 

 

□天ぷら油は特に多量の水を必要とします。大さじ 1杯 15 mℓに対し

て風呂桶 22.5杯分、4,500 ℓが必要です。 

 

このように、普段の食事で発生するちょっとした汚れでも、そのま

ま川に流すと大変な負荷になることが分かります。お皿の醤油や油は、

口を拭いたティッシュや調理の途中で使用したキッチンペーパーな

どで拭き取ってから洗うと、流出量が大きく減少します。 
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○生活雑排水を減らそう 

普段わたしたちが台所で食器を洗ったり、洗濯機で服を洗ったり、

風呂場でシャンプーしたり、洗面台で歯を磨いたりした時に発生する

排水は、「生活雑排水」と呼ばれています。この食器の汚れや服の汚

れ、洗剤などはどこへ行ってしまうのでしょうか？ 

 

《下水道等が整備されている場合》 

 生活雑排水(台所や風呂場からの排水)は、下水道を通って終末処理

場まで流され、そこで大部分の汚れが取り除かれます。 

 

《下水道等が未整備の場合》 

 生活雑排水は、何の処理もされずに近くの河川に流れ込んでしまい

ます。前のページで紹介した汚れのことを考えると、公共下水道や合

併処理浄化槽の設置を急がなければなりません。 

 

・住宅の密度が低い地域では合併処理浄化槽が使われています。 

 

 

せっけん・合成洗剤に関わらず、使いすぎれば微生物は分解しきれな

くなります。全ての物で、洗う時に洗剤が必要でしょうか？洗剤を使

わないで食器洗いが出来るアクリル毛糸で作ったタワシを使うとか、

汚れをふき取ってから洗うとか、使い過ぎないように生活雑排水を減

らす努力も必要です。 
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１ エコクッキング 

・できるだけエネルギーを

使わず、生ゴミを出さない

調理を心掛けましょう。 

・今まで捨てていた部分も

工夫して食材として活用し

ましょう。 

・下ごしらえに電子レンジ

を上手に使用すると、省エ

ネになります（→p.87） 

・残さず全部食べきれるく

らいの量を作りましょう。 

２ コンポスト…家庭から

の生ごみなどを微生物の

働きによって醗酵分解さ

せ、堆肥にしたもの。 

３ ごみを適正に処理し、出来るだけリサイクルを行

う 

○適正に分別するとごみが資源に変わる 

ごみは分別を適正に行うと大きな資源に生まれ変わります。羽幌町

では、びん・缶・プラスチック・新聞紙・ダンボール・布類・廃食用

油など分別収集を行なっていますので、これらを資源としてリサイク

ルできるよう、正確な分別にご協力ください。 

 

○生ごみはコンポストへ 

エコクッキング 1をしても必ず生ごみは出ます。それを生ごみ処理

機などで堆肥（コンポスト 2）をつくり植木や家庭菜園などに使うな

ど、なるべく家庭での小さな循環システムを考えましょう。 

 

 

○ごみを出来るだけ出さない循環型社会をつくる 

ごみを減らすための行動のポイントとして、「５Ｒ」があります。

これらを心がけることにより、ごみの排出を抑えることが出来ます。 

 

①Refuse（リフューズ）…不要なものは買わない、貰わない 

買ったけど使わなかった、タダで貰ったけどすぐ捨ててしまった

など、勿体無いことはせず、買う・貰う前に本当に必要かどうか

を考えて行動します。 

②Reduce（リデュース）…ごみを増やさない 

ごみの発生量が少なくなるよう行動します。 

③Reuse（リユース）…再利用する 

着られなくなった服を知人にあげたり、フリーマーケットで売っ

たりすることで、ごみとして捨てずに長く利用します。 

④Repair（リペア）…修理して長くつかう 

服に穴が開いた、電化製品の調子が悪いなど、すぐにごみとして

捨てずに、修理することで長く使用します。 

⑤Recycle（リサイクル）…再び資源として利用する 

再資源として、新たな形の製品に加工してもらうよう、資源回収

に協力し、リサイクル製品を積極的に使用します。 
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１ 次のページの“ 「温室

効果ガス」って何？”参照 

2014（平成 26）年 3月に気

象庁が発表した「異常気象

レポート 2014」では、100

年後（2100年頃）の日本の

平均気温は 2.5～3.5℃上

昇、大雨の日数が増加し、

また世界全体の平均海面

水位は 15～16㎝上昇する

と予測しています。 

４ 省エネルギー 地球温暖化防止 

○地球温暖化って何？ 

地球の気温がほぼ一定に保たれているのは、熱を逃がしにくくする

仕組み「温室効果」が働いているからです。その効果をもたらす「温

室効果ガス 1」がちょうど良い量だと、太陽からの熱と、地球から宇

宙に放出される熱とのバランスが保たれ、私たちは、快適に過ごすこ

とが出来ます。 

しかし、私たち人間の活動が拡大し大気中の「温室効果ガス」の割

合が増えると、大きな布団を地球に被せたようになって、宇宙に放出

される熱が減り地球の温度が上昇するのではないか、と考えられてい

ます。 

 

○地球が温暖化するとどうなるの？ 

地球の温度が上がると、海水温が上がったり、南極・氷河の氷が溶

けたりし、それに伴い海面が上昇すると砂浜がなくなったり、南太平

洋の島国では、国土が海に沈んでしまうことが心配されています。ま

た、異常な高温、寒い日の減少、大雨、干ばつ、台風の大型化など、

地球規模での気候変動に地球温暖化が関係していると考えられてい

ます。 
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○「温室効果ガス」って何？ 

地球温暖化を防止するために法で定められた温室効果ガス1には、

二酸化炭素(CO2)、メタン(CH4)､亜酸化窒素(N2O)、フロン類、六フッ

化硫黄(SF6)などがあります。 

地球温暖化の最大の原因と考えられている二酸化炭素は、人間の生

活のあらゆるところから出ています。家庭で使用するガス、灯油、車

のガソリン、電気を作る火力発電所の石油や石炭など化石燃料を燃や

すと発生します。もちろんごみ処理場の焼却炉からも発生します。日

本の二酸化炭素排出量は世界でも上位にあります。 

また、二酸化炭素以外の温室効果ガスは、二酸化炭素よりも数十～

数万倍も温室効果が高いため、量は少なくても発生の抑制に努める必

要があります。 

 

○私たちはどれくらいのCO2を排出しているの？ 

１年間に、水道の供給、廃棄物の処理、自家用車の使用、家庭内の

電化製品・暖房によって発生するCO2の量は、４人家族の場合 

約8,800 kg-CO2/人です。 
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１ 経済産業省資源エネル

ギー庁が作成した「家庭の

省エネ徹底ガイド」（平成

27年 3月発行）によるもの

で、年間の節約額は全国

の平均的な単価を用いて

試算されています。�また

CO2排出抑制量は、「地球

温暖化対策の推進に関す

る法律施行令（第 3条）」お

よび「電気事業における環

境行動計画 2014」に記載

された温室効果ガスの排

出量の算定方法より算出

されたものです。 

2 省エネルギーモード …

製品によって様々な名称

があります（節電モード、

待機モード、省電力モード

等）が、ここでは、待機電

力を抑える機能を指しま

す。 

○家庭でもできる二酸化炭素の削減 

 日常生活で発生する二酸化炭素を少なくするための例1をご紹介し

ます。家庭からできる温暖化対策をはじめてみませんか。その結果、

家計の大きな節約にもなります。 

 そして限りある資源を大切にするという意味でも、省エネルギーに

努めることが重要です。 

 

 

・待機電力を消費しないよう、コンセントからプラグを抜く 

家庭での全消費電力の5.1％は、待機時消費電力である統計結果が報

告されています。省エネルギーモード 2を活用したり、主電源をオフ

にしましょう。 

また、タイマーなどの機能に支障をきたさない機器をコンセントから

抜きましょう。 

節約額     約約6,100円/年 

CO2排出抑制量  １６畳間程度（130kg-CO2/年） 

 

 

・家の中の暖房温度を下げる 

暖房の設定温度を１℃下げましょう。 

節約額     約1,020円/年 

CO2排出抑制量  ６畳間の半分程度（25.4kg-CO2/年） 

※灯油ファンヒーターを使用し、温度設定を21℃から20℃に

下げた場合 

 

燃焼時間を１時間短縮しましょう。 

節約額     約1,700円/年 

CO2排出抑制量  ６畳間程度（41.8kg-CO2/年） 

※灯油ファンヒーターを使用し、温度設定が20℃の場合 
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・テレビや照明を付けっ放しにしない 

テレビを付けている時間を、１日あたり１時間減らしましょう。 

節約額     約450円/年  

CO2排出抑制量  ６畳間の1/3程度（9.6kg-CO2/年） 

※液晶テレビ（32V型）の場合 

照明をこまめに消し、点灯時間を１日あたり１時間減らしましょう。 

節約額     約130円/年  

CO2排出抑制量   押入れの1/3程度（2.8kg-CO2/年） 

※12Wの蛍光ランプ１灯の場合 

 

・冷蔵庫に物を詰めすぎない 

冷蔵庫に物を詰めすぎないようにしましょう。庫内の中身を半分に減

らしましょう。 

節約額     約1,180円/年 

CO2排出抑制量  ６畳間の半分程度（25.0kg-CO2/年） 

冷蔵庫は壁から間隔をあけて設置しましょう。壁や物に囲まれた冷蔵

庫の片側を開放し空気の通りを良くしましょう。 

節約額     約1,220円/年 

CO2排出抑制量  ６畳間の半分程度（25.7kg-CO2/年） 

冷蔵庫の開閉は出来るだけしないようにしましょう。 

節約額     約280円/年 

CO2排出抑制量 押入れ一つ分程度（5.9kg-CO2/年） 

 

・調理の際に電子レンジ、圧力鍋、保温鍋などを活用する 

調理の下ごしらえに電子レンジを活用しましょう。野菜をガス台でゆ

でる替わりに電子レンジで下ごしらえしましょう。 

○葉菜（ほうれん草、キャベツ等）の場合 

節約額     約1,060円/年 

CO2排出抑制量  押入れ一つ分程度（11.4kg-CO2/年） 

○果菜（ブロッコリー、かぼちゃ等）の場合 

節約額     約1,030円/年 

CO2排出抑制量 押入れ一つ分程度（9.1kg-CO2/年） 

○根菜（じゃがいも、里芋等）の場合 

節約額     約1,150円/年 

CO2排出抑制量 押入れ一つ分程度（12.1kg-CO2/年）
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・シャワーを流しっ放しにしない 

１日のシャワー利用時間を１分短縮しましょう。 

節約額     約3,180円/年 

CO2排出抑制量  ６畳間の2/3程度（29.0kg-CO2/年） 

 

・お風呂は間隔を開けずに入るようにしましょう。 

節約額     約6,530円/年 

CO2排出抑制量 11畳間程度（87.0kg-CO2/年） 

 

・洗濯物はまとめて洗う 

洗濯機の容量を超えない程度にまとめて洗いましょう。毎日少しずつ

洗濯せず、できるだけまとめ洗いしましょう。 

節約額     約3,980円/年 

CO2排出抑制量 押入れの半分程度（3.4kg-CO2/年） 

 

 

・電気製品などを購入する時には、省エネタイプを選ぶ 

電気製品を買い換える際には、省エネタイプを選びましょう。消費電

力量が大きいエアコン、テレビ、ビデオ、冷蔵庫、洗濯機のほか、蛍

光灯器具、温水洗浄便座等も省エネ性の高い製品にしましょう。 

○液晶テレビ40V型の場合 

節約額     約4,030円/年 

CO2排出抑制量  ４畳間程度（30.0kg-CO2/年） 

○冷蔵庫（401～450l）の場合 

節約額     約11,600円/年 

CO2排出抑制量  14畳間程度（114.0kg-CO2/年） 

○LED照明に変えた場合 

節約額     約2,410円/年 

CO2排出抑制量  ６畳間程度（50.8kg-CO2/年） 

※54Wの白熱電球から9Wの電球型LED照明に交換した場合 
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２ パリ協定…2015年開

催の「気候変動枠組条約

第 21回締約会議

（COP21）」で採択され、

2016年 11月に発効した、

気候変動枠組条約の取り

決め。�日本は2030年まで

に、温室効果ガスを 2013

年度比で 26.0％削減する

ことを目標としている。 

この 26.0％の削減目標を

達成するため、日本国内

においては再生可能エネ

ルギーの有効活用や建物

における省エネ推進、先進

的な低炭素技術の開発・

導入を図っていくこととして

いる。 

 

・エコ･ドライブを心掛ける 

積極的にアイドリングストップをしましょう。 

節約額     約2,700円/年 

CO2排出抑制量  ５畳間程度（40.2kg-CO2/年） 

※30km走行ごとに4分間のアイドリングストップをした場合 

 

ふんわりアクセル「ｅスタート１」をしましょう。 

節約額     約13,040円/年 

CO2排出抑制量 25畳間程度（194.0kg-CO2/年） 

 

 

ここまでにご紹介した例をすべて実行すると、約5万7千円の節約

となり約780kgのCO2の発生が抑えられます。 

しかし、パリ協定２の目標を達成するためには、更に多くの抑制が

求められます。 

 

 

・そのほかにも… 

短距離の移動は、なるべく歩くか自転車を使う 

長距離の移動は、なるべく公共交通機関を使う 

庭に緑を増やす 

１ ふんわりアクセル「ｅスタ

ート」…発進後、最初の 5

秒で 20km/hになるくらいの

ペースでアクセルを踏んで

いく方法で、優しいアクセル

操作により安全運転にも繋

がる。 
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１ リサイクルキャンドル…

使用済みの天ぷら油等を

市販の廃食用油処理剤で

固めて作るキャンドル。植

物性の油は、食物として口

にしても結果的にCO2とな

りますので、キャンドルにし

て燃やすことで CO2が余

計に発生することはないと

考えられる。 

 なお、キャンドルをともす

ときは、周囲に燃えるもの

がないか充分に注意しまし

ょう。 

５ まちを花で飾ろう 

○花の街づくり 

まちに花や緑を増やし、身近な自然環境や文化を大切にしましょう。

そして快適で質の高い環境と美しい町並み・風景をつくりながらまち

に潤いと活気をつくりましょう。 

春から秋までは花や緑で玄関先や窓辺、庭を飾り道行く人に美しさ

と潤いを少し分けてあげませんか。 

 

 

 

 

 

６ まちあかり運動 

○街角に明かりをともそう 

冬は道路側に面した窓やカーテンを開けたり、玄関のあかりをつけ

たり、外灯をともしたりして、道行く人に少しだけあかりと暖かさと

潤いを分けてあげませんか。素敵な町並みができ、地域が明るくなっ

て防犯効果も期待できます。 

無用な電力を浪費して省エネに反する、と言う方もいるかもしれま

せんが、普段の生活の中で省エネに努力し、ほんの少しあかりをわけ

てあげる。そんな心のゆとりもスローライフなのではと思います。 

また、電灯ではなく使用済みの油を利用して作るリサイクルキャン

ドル1を使うと、もっとスローライフ的と言えます。 
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１ ビオトープ…規模の大

小にかかわらず、野生の

動植物・虫類が生息する

自然空間を指す名称。 

７ 環境教育の場づくり 

○町民自らの手で 

平成16年１月、町民の手による生き物と共生する自然公園（ビオト

ープ1）の建設を目指す組織として「羽幌みんなでつくる自然空間協

議会」が作られました。 

協議会は、地域住民自らが行政に頼らずにビオトープをつくること

で、環境を復元・創造していくプロセスを体験し、森・川やその先に

つながる海を含めた自然環境を見つめ続ける重要性を学ぶことを目

指しています。 

公園は総合体育館の福寿川上流部分の空き地で７haあり、公園の名

前は「自然空間 はぼろ」と名付けられ、植樹活動などを通して整備

が進められています。 

また、子どもたちが入って遊べる北海道の形をした池や色々な生き

物に触れることの出来る小川、その一方で人が立ち入らず周囲から静

かに観察できるようなエリアを併設しています。 

今後も、この自然公園を次世代へと引き継いでいくための維持管理

や、より町民に活用してもらえるように普及啓発活動を行い、町民自

らが考え行動することにより、羽幌ならではの環境教育の場づくりを

進めます。 
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１ 環境計画町民会議の活動 

「未来の子ども達により良い環境を残したい、そのために今生きている私たちが何を

しなければならないか。」それを考える環境計画町民会議が町長の私的諮問機関として平

成15年６月に天売地区２３名・焼尻地区１５名・羽幌２７名の総勢６５名で発足しまし

た。 

会議の話し合いの中で、今私たちが出来ること、しなければならないことに沢山気が

付き、そして数々の行動に結びつきました。これは、今後私たち町民が、未来の子ども

達に素敵な自然環境、豊かで質の高い環境を残して行くための大事な行動の始まりだと

言えます。 

【環境計画町民会議の活動経緯】 

平成15年６月 第１回目の会議を天売地区からはじめ、それから２年間のべ25回にわ

たり実施し、この環境基本計画と環境保全条例の素案を作りました。 

しかし、天売・焼尻地区は５月から９月ごろまでは漁業繁忙期と観光シーズンのため

会議開催が思うように出来ず、10月以降は悪天候のため定期船が欠航するなど、天売･焼

尻地区での会議運営には課題を残しました。 

各会議でのテーマは、 

第１回「羽幌町の環境を守る基本計画策定事業の内容」（平成15年６月実施） 

第２回「自然環境で課題・問題点となるもの」（平成15年８月実施） 

第３回「生活環境で課題・問題点となるもの」（平成15年11月実施） 

第４回「私たちに出来ること・しなければならないこと」（平成16年１月実施） 

第５回「環境を良くするために行政や事業者、観光客などにしてもらいたいこと」 

（平成16年５月実施） 

※天売焼尻地区では漁業の繁忙期に入ったため書面会議としました。 

第６回 羽幌地区「ごみマップ」づくり（平成16年６月実施） 

天売･焼尻地区「17年度スケジュール、環境基本計画の概要｣(平成17年４月実施） 

※平成16年７月と10月に天売･焼尻地区での第６回会議として環境講演会の実施を予

定しましたが、講師のスケジュール変更と定期船欠航のため２度とも中止となりました。 

第７回 羽幌地区「花マップ」づくり（平成16年８月実施） 

天売･焼尻地区「環境基本計画、条例案の説明」（平成17年10月実施） 

第８回 羽幌地区「17年度スケジュール、環境基本計画の概要、エコショップ事業に

ついて」（平成17年３月実施） 

第９回 羽幌地区「ごみマップ」づくり（平成17年５月実施） 

第10回 羽幌地区のみ実施「花マップづくり、環境基本計画、条例案の説明」 

（平成17年９月実施） 

第11回 羽幌地区「環境基本計画、条例案の説明」（平成17年10月実施） 

 

環境計画連絡調整会議（役場内プロジェクトチーム）との連携については、テーマご

とに会議結果報告書を配布することで、町民会議メンバーの意見を出来るだけ多く伝え

ました。 

また、基本計画･条例の作成段階の平成17年１月から10月までは、町民会議の意見を事

務局を通して、頻繁にメールで交信し意見交換を行いました。 

環境計画町民会議では、会議の中で気が付いた、今私たちが出来ること、しなければ

ならないことを、独自事業として実際に様々な取り組みを行いました。 
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年  月  日 会   議   テ   ー   マ 

平成14年4月1日 農林水産課に自然環境係新設 

平成14年12月 「羽幌町自然と環境とくらしのアンケート」実施 

平成15年1月 町民会議メンバー募集開始 

平成15年7-8月 「羽幌町自然と環境とくらしのアンケート」観光客対象実施 

平成15年6月29日 天売地区 第１回 境計画町民会議 

委嘱状の交付、羽幌町 自然と環境とくらしのアンケート結果報告、環境問

題参考ビデオ鑑賞、グループ討議（班長の選出） 

平成15年6月30日 焼尻地区 第１回 環境計画町民会議 （同上） 

平成15年7月1日 羽幌地区 第１回 環境計画町民会議 （同上） 

平成15年8月24日 天売地区 第２回 環境計画町民会議 「自然環境で課題・問題点となるもの」 

平成15年8月25日 焼尻地区 第２回 環境計画町民会議 （同上） 

平成15年8月26日 羽幌地区 第２回 環境計画町民会議 （同上） 

平成15年9月19日 第１回 環境計画 連絡調整会議（役場内プロジェクトチーム） 

「羽幌町の環境を守る基本計画策定事業」の内容説明と今後のスケジュー

ル 

「羽幌町 自然と環境とくらしのアンケート」結果報告、町民会議審議内

容説明 

平成15年10月24日 羽幌地区 第３回 環境計画町民会議 

テーマ「天売･焼尻･羽幌それぞれの地区で生活環境で課題・問題点となるも

の」 

「グリーン度チェック、グリーンコンシューマー」 

「羽幌町 自然と環境とくらしのアンケート（環境客対象）」結果報告 

平成15年10月26日 焼尻地区 第３回 環境計画町民会議 （同上） 

平成15年11月16日 天売地区 第３回 環境計画町民会議 （同上） 

平成16年1月30日 羽幌地区 第４回 環境計画町民会議 

 テーマ「私たちに出来ること、しなければならないこと 」 

平成16年2月1日 焼尻地区 第４回 環境計画町民会議 （同上） 

平成16年2月2日 天売地区 第４回 環境計画町民会議 （同上） 

平成16年2月13日 羽幌町環境審議会 

 「羽幌町の環境を守る基本計画策定事業」の内容説明と今後のスケジュール

の報告 

平成16年5月11日 羽幌地区 第５回 環境計画町民会議 

テーマ「行政に対してしてほしいこと、事業者に対してしてほしいこと、観

光客に対してしてほしいこと」「平成１６年度 環境計画町民会議 実施事

業について」 

平成16年6月 

10-15日 

羽幌地区 独自事業 

「福寿川水質浄化計画」カキを入れる網袋縫い作業 

平成16年6月11日 羽幌地区 第６回 環境計画町民会議 

テーマ「ごみマップづくり」「水質浄化班 福寿川水質浄化計画について」 

「花マップづくり」 

平成16年5月24日�

 -6月11日 

役場ロビー 環境計画町民会議報告展示会  1年間の環境計画町民会議の活動

状況を写真とパネルで報告 
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年  月  日 会   議   テ   ー   マ 

平成16年6月18日 羽幌地区 独自事業 「福寿川水質浄化計画」サロマ漁協よりカキ貝殻を輸送 

平成16年6月26日 

-7月3日 

羽幌地区 独自事業 「福寿川水質浄化計画」カキ貝殻袋詰作業、イカダ組み作業 

平成16年7月3日 羽幌地区 独自事業 「福寿川水質浄化計画」 カキ貝殻設置場所まで輸送作業 

平成16年7月4日 羽幌地区 独自事業 「福寿川水質浄化計画」 

カキ貝殻設置作業 福寿川 サンセットプラザ横に設置 

平成16年7月1-12日 中央公民館ロビー 環境計画町民会議報告展示会 

 １年間の環境計画町民会議の活動状況を写真とパネルで報告 

平成16年7月15日-8月3日 羽幌郵便局ふれあいコーナー （同上） 

平成16年7月22日 

-8月27日 

すこやか健康センター （同上） 

平成16年8月25日 羽幌地区 第７回 環境計画町民会議 

テーマ「花マップづくり」、「スローライフ班 プリンせっけんづくり講習会に

ついて」 

平成16年9月2日 羽幌地区 独自事業 「プリンせっけんづくり講習会」 

平成16年10月27日 羽幌地区 独自事業 プリンせっけん町民配布用ペットボトル詰め作業 

平成16年11月3日 羽幌地区 独自事業 プリンせっけん町民配布 

羽幌町民芸術祭 舞台公演日にペットボトル詰め３００本を町民に配布 

平成16年11月23日 焼尻地区 独自事業「プリンせっけんづくり講習会」メンバーのほか一般島民参加 

平成16年11月24日 天売地区 独自事業 （同上） 

平成16年12月8-9日 羽幌地区 独自事業「リサイクル･キャンドルとローソクづくり講座」 

平成17年3月15日 羽幌町環境審議会 環境計画策定事業実施状況を説明 

平成17年3月24日 羽幌地区 第８回 環境計画町民会議 

テーマ「17年度スケジュール、環境基本計画の概要、エコショップ事業について」 

平成17年4月13日 羽幌町議会産 業厚生常任委員会 環境計画策定事業実施状況を説明 

平成17年4月18日 焼尻地区 第６回 環境計画町民会議 

テーマ「17年度スケジュール、環境基本計画の概要、エコショップ事業について」 

平成17年4月24日 天売地区 第６回 環境計画町民会議 （同上） 

平成17年4月27日 羽幌地区 独自事業 プリンせっけんづくり講習会 

平成17年5月23日 羽幌地区 第９回 環境計画町民会議 ごみマップづくり 

平成17年5月26日 焼尻地区 独自事業 島民植樹会 

平成17年5月30日 羽幌地区 独自事業 「福寿川水質浄化計画」サロマ漁協よりカキ貝殻を輸送 

平成17年6月10日 羽幌地区 独自事業 町道朝日公園高台線 駐車場公園ごみ調査 

平成17年6月25-26日 羽幌地区 独自事業 「福寿川水質浄化計画」 カキ貝殻袋詰作業 

平成17年7月2-3日 羽幌地区 独自事業 「福寿川水質浄化計画」 カキ貝殻設置作業  海鳥センター

裏福寿川に設置 

平成17年7月4日 羽幌地区 独自事業 羽幌保育園父母の会主催 プリンせっけんづくり講習会 

平成17年8月10-24日 中央公民館ロビー 環境計画町民会議活動報告展示会 

平成17年8月25日 

-9月8日 

羽幌郵便局ふれあいコーナー 環境計画町民会議活動報告展示会 

平成17年9月6日 羽幌地区 第10回 環境計画町民会議 

 テーマ「花マップづくり、環境基本計画、条例案の説明」 
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年  月  日 会   議   テ   ー   マ 

平成17年9月20日 

-10月14日 

役場ロビー 環境計画町民会議活動報告展示会と花マップ展示 

平成17年10月7日 羽幌地区 第11回 環境計画町民会議 テーマ「環境基本計画、条例案の説明」 

平成17年10月12日 焼尻地区 第7回 環境計画町民会議 テーマ「環境基本計画、条例案の説明」 

平成17年10月15日 天売地区 第7回 環境計画町民会議 テーマ「環境基本計画、条例案の説明」 

平成17年10月18-31日 羽幌郵便局ふれあいコーナー 花マップ展示 

平成17年10月27日 羽幌地区 独自事業 プリンせっけんづくり講習会 

平成17年10月31日 役場幹部会議室 町長へ「羽幌町の環境を守る基本計画、羽幌町環境保全条例」答

申書提出 

平成17年10月31日 

-11月10日 

中央公民館ロビー 花マップ展示 

平成17年11月3日 中央公民館ロビー 町民芸術祭 舞台公演日にプリンせっけん無料配布 

平成17年11月14日 羽幌高校 プリンせっけんづくり講習会 

 羽幌高校2年生3クラスでプリンせっけんづくり講習会を実施 

平成17年11月17日 羽幌町環境審議会「羽幌町の環境を守る基本計画、羽幌町環境保全条例」を説明 

平成17年11月28日 羽幌町議会 産業厚生常任委員会 「羽幌町の環境を守る基本計画、羽幌町環境保

全条例」を説明 

平成17年12月7日 羽幌地区 独自事業 「リサイクル･キャンドルとローソクづくり講座」 

平成17年12月15日 羽幌地区 独自事業 町内公共施設点灯用リサイクルキャンドルづくり 

平成17年12月19-30日 まちあかり運動 羽幌地区環境計画町民会議が作ったリサイクルキャンドルを役

場、すこやか健康センター、羽幌保育園、総合体育館で点灯 

平成18年１月14日 中央公民館 自然科学教室 自然科学教室の子ども達と「リサイクルキャンドルづ

くり講座」開催 

平成18年２月16日 羽幌町環境審議会 「羽幌町の環境を守る基本計画、羽幌町環境保全条例」を承認 

平成18年３月８日 平成18年第２回羽幌町議会定例議会 「羽幌町環境保全条例」議決 

平成27年11月６日 羽幌町環境審議会 「羽幌町の環境を守る基本計画」見直しの方針を説明 

平成28年８月26日 羽幌地区 第１回 環境計画町民会議 

テーマ「環境計画見直しの概要、見直しのスケジュール、取組みの実施状況の点検・

評価について」 

平成28年９月１日 天売地区 第１回 環境計画町民会議（同上） 

平成28年９月２日 焼尻地区 第１回 環境計画町民会議（同上） 

平成28年11月11日 羽幌地区 第２回 環境計画町民会議 

テーマ「環境計画素案（３章・４章）について」 

平成28年11月19日 焼尻地区 第２回 環境計画町民会議（同上）  ※悪天候により中止 

平成28年11月28日 天売地区 第２回 環境計画町民会議（同上） 
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【前計画における町民会議の独自事業】 

１ ごみマップづくり 
平成16年度と17年度の２回にわたり羽幌地区環境計画町民会議メンバー自身がカメラ

を持ち、ごみの不法投棄現場やポイ捨て現場を撮影し、大きな地図に写真を貼り付けご

みマップを作りました。 

そして、役場や中央公民館､すこやか健康センター、郵便局など公共施設で貼り出し、

町民へごみ不法投棄の実状を知らせごみ処理マナーの徹底を訴えたほか、郊外の大規模

な不法投棄現場でごみ回収と投棄内容の調査を行いました。 

 

２ 福寿川をきれいにしよう 
羽幌町市街地の中央を流れる福寿川は観光の中心のサンセットプラザはぼろや羽幌バ

ラ園、北海道海鳥センターの横を流れるとともに、繁華街のすぐ横を流れる川です。２

級河川羽幌川は切り替え事業で市街地北端へ移動し、福寿川が残留河川としてコンクリ

ートの３面張りで整備されました。 

一方平成14年に公共下水道が供用開始されましたが、下水道に接続する家庭がなかな

か増えず、相変わらず家庭からの生活雑排水が福寿川に流れ込んでいます。そのため、

川底にはヘドロが溜まり、春から夏にかけ溜まったヘドロからガスが発生し周囲に悪臭

を放ち、せっかくの観光スポットが台無しとの苦情が寄せられていました。 

その様な折、町民会議の活動を知る町民から水質改善のためにカキ貝殻利用の意見が

寄せられ、調査を行い実施しました。カキ貝殻は佐呂間漁協から６トンを無償で譲り受

け、地元の漁家からは使わなくなった漁網をいただき、袋に縫ってカキ貝殻を詰め、水

底に設置しました。 

平成16年７月に初めてカキ貝殻を設置し、この夏は猛暑が続きましたが、ガスの発生

や悪臭の苦情は出ませんでした。引き続き平成17年７月には８トンを設置しました。平

成17年の夏も暑い日が続き、ガスの発生や悪臭が心配されましたが、福寿川周辺に住む

町民からは昨年と同様臭いがしなくなったとの声を聞きます。 

 

３ プリンせっけんづくり 
河川の汚れの８割は家庭からの生活排水が原因と言われています。 

町民会議では福寿川の水質浄化を行う一方で、家庭から出される生活雑排水、特に洗

剤に注目しました。現在ほとんどの町民が使用している合成洗剤を自然にやさしいせっ

けんに替える運動と、これに併せてせっけんづくり講習会を行い、家庭から川や海を汚

さない運動を行っています。 

使用済み食用油にごはんと苛性ソーダと熱湯を加えるとプリンのようにやわらかいせ

っけんが出来ます。食器洗いから洗濯、トイレ・お風呂洗いまで様々な用途で使えると

ても優秀なせっけんです。 

プリンせっけんづくり講習会は、平成16年９月に羽幌地区で行い、11月に天売・焼尻

地区でも行いました。平成17年度は４月と９月に羽幌地区でプリンせっけんづくり講習

会を行い、「出前講座」として平成17年７月に羽幌保育園父母の会主催で、11月には羽幌

高校の２学年３クラスを対象にプリンせっけんづくり講習会を行いました。 
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４ 花マップづくり 花の街づくり 

 平成14年に実施した環境アンケートでは、嫌いな場所の上位に街並みが入りました。統一性が無く殺

風景で緑や花が少ない、活気が無くさみしいというのが主な理由です。 

 町民会議メンバーから「花壇や鉢植えなどで花を飾っている方々を紹介し、もっと町を花で飾る運動

をしたい」との意見が出ました。 

 そして、平成16年度と17年度の２回ごみマップと同じように各メンバーがカメラで花を飾っている風

景を撮影し、大きな地図に貼り出し「花マップ」をつくり、花壇編と窓辺編に分けてそれぞれきれいに

町を飾っている方々を10人ずつ選びました。 

 この花マップは、役場ロビーや中央公民館、郵便局などで掲示し広く町民のみなさんに見ていただき、

花の街づくりの意識向上を図りました。 

５ リサイクルキャンドルづくりとまちあかり運動 

 まちあかり運動とは、春から秋までは花で町を飾り、冬はローソクなどで窓辺に明かりを灯そうとい

う運動です。冬の毎週土曜日の午後6時から9時までの3時間アイスキャンドルやスノーランタン、外灯

などで窓辺や玄関先を飾り、道行く人に少しでも暖かさと灯火を分け、また家の中では電気を消してロ

ーソクを付け静かな夜を楽しみませんかという運動を平成16・17年度と行いました。 

 その前段で、使用済みの食用油からつくるリサイクルキャンドルとローソクづくり講座を平成16年12

月に２回、17年度は１回開催しました。 

駅前ターミナル商店街では平成16年12月にローソクで商店街を灯すキャンドルナイトを実施し、翌年は

リサイクルキャンドルづくり講座に参加し、リサイクルキャンドルでキャンドルナイトを実施しました。 

 羽幌高校でも平成17年12月に希望者が集まり、リサイクルキャンドルづくりが行われました。高校生

の作ったキャンドルの一部は特別養護老人ホームしあわせ荘へプレゼントされました。 

 環境計画町民会議でも平成17年12月にリサイクルキャンドルを120個作り、羽幌町役場、すこやかセ

ンター、羽幌保育園、羽幌町総合体育館で２週間灯しました。 

 北海道海鳥センタージュニアレンジャー、中央公民館自然科学教室の子ども達も平成18年１月にリサ

イクルキャンドルづくりを行い、北海道海鳥センター、中央公民館の前をキャンドルの明かりで飾りま

した。あちこちの玄関先や窓辺から電飾やあかりが灯されるようになり、少しずつまちあかり運動が広

まっています。 

６ 島民植樹会 

 平成１7年５月焼尻島羽幌町めん羊牧場の沢地で、島民植樹会が開催されました。 

 焼尻地区の環境計画町民会議の話し合いの中で、森の恵みが沢から海へと流れ、ウニやアワビの子ど

もの餌になると学び、昔の海を取り戻すために木を植えることになりました。焼尻中学校が一緒に参加

し一般島民も含めて、300本の苗木を植えることが出来ました。 

７ ビオトープづくり 

 平成16年１月に結成された「羽幌みんなでつくる自然空間協議会」は、町民の手で「守って行く環境」

を学ぶことが出来るビオトープ公園「自然空間はぼろ」をつくることを目的とした民間団体です。この

活動に環境計画町民会議のメンバーが大勢中核として参加しています。このビオトープづくりこそ、町

民が自ら考え行動する事業のモデルとなりうるものです。 
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【焼尻地区】 

№ 氏 名 備 考 

1 石川 みゆき  

2 村井 清人  

3 藤田 貴子  

4 寺坂 國廣  

5 村井 孝行  

6 布目 一也  

7 新沼 文也  

 

【天売地区】 

№ 氏 名 備 考 

1 齊藤 暢  

2 坂本 武房  

3 奈良 清志  

4 佐賀 大一  

5 野上 和馬  

 

 

【羽幌地区】 

№ 氏 名 備 考 

1 北条 由紀子  

2 米山 一夫  

3 米山 しげみ  

4 菅原 新一  

5 五十嵐 芳信  

6 渡辺 奈智  

7 岩澤 光子  

8 竹谷 るみ子  

9 竹谷 美幸  

10 高山 ミイ  

11 濱野 孝  

12 工藤 匡  

13 和泉 幸生  

14 篠原 隆宏  

15 藤田 隆二  

16 岡部 克寛  

17 川端 博明  

18 

 

木本 志津子  

19 

 

上田 稔  

20 

 

竹中 康進  

 

 

２ 環境計画町民会議 委員名簿 
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３ 羽幌町環境保全条例 

平成18年3月23日 条例第５号 

前文 

私たちのまち羽幌は、秀峰ピッシリをいただき、緑あふれ、みのり多い山野と豊かな

海、国定公園に指定されている天売・焼尻の両島を抱え、この豊かな自然の恵みのもと

で生活を営み、個性ある文化を育んできた。 

しかし、私たちの生活に物質的な豊かさや利便性をもたらした社会経済活動は、一方

で資源やエネルギーの大量消費を伴い、また大量の廃棄物を生むなど環境への負荷を増

大させている。そして、その影響は単に地域の環境だけではなく、地球全体へと広がっ

ている。 

私たちには、健康で文化的な生活を営むため、豊かで質の高い環境の恵みを享受する

権利があるとともに、良好な環境を保全し、活用し、未来へ引き継ぐ責任と義務がある。

そのため、私たち自身が生態系の一部であることを自覚し、環境への負荷を発生させな

がら生活していることを認識しつつ、人と自然との共生を目指し、持続可能な循環型の

社会を築いていく必要がある。 

ここに、私たちは、今後も豊かな自然環境とともに暮らしていくことができるよう、

自然の仕組みを再認識し、環境に配慮したまちづくりを積極的に取り組むため、この条

例を制定する。 

 

（目的） 

第１条 この条例は、豊かで質の高い環境の保全・活用・継承（以下「環境の保全等」

という。）についての基本的な考え方を定め、住民・事業者・団体・観光客・町（以

下「住民等」という。）それぞれの責任と義務を明らかにするとともに、環境の施策

の基本となる事項を定め、施策を総合的・計画的に推進し、町民が豊かで質の高い環

境の恵みを享受するとともに後代に伝え続けることを目的とする。 

 

（用語の定義） 

第２条 この条例において次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定める

ところによる。 

（１）環境への負荷人の活動により環境に加えられる影響であって、環境の保全上の支

障の原因となるおそれのあるものをいう。 

（２）公害環境の保全上の支障のうち、事業活動その他の人の活動に伴って生ずる相当

範囲にわたる大気の汚染、水質の汚濁、土壌の汚染、騒音、振動、地盤の沈下及

び悪臭によって、人の健康又は生活環境に係る被害が生ずることをいう。 

（３）豊かで質の高い環境公害の防止、自然環境の保全はもとより、生態系が保全され、

かつ清浄な水や大気、身近な緑や自然・動植物との豊かなふれあいが確保され、

歴史的・自然的遺産や景観が適正に保全されている状態をいう。 

（４）保全・活用・継承祖先から受け継いだ自然を大切にし、汚さないように守り育て

ること、自然を活かしたまちづくりをすすめること、及び自然を次の世代へより

良い自然として引き継ぐことをいう。 
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（基本的な考え方） 

第３条 環境の保全等は、現在と未来の町民が豊かで質の高い環境の恵みを享受できる

とともに、そのような環境が将来にわたって確保されるよう、適切に推進されなけれ

ばならない。 

２ 住民等は、それぞれが責任と義務を自覚し、人と自然との共生を基本として、環境

への負荷の少ない持続的発展が可能な社会の実現に向けた活動について、自主的か

つ積極的に取り組まなければならない。 

３ 地球環境の保全は、地域の環境の保全の上に成り立つものであるため、住民等の各

主体によって自らの地域の問題として捉えられ、それぞれの日常生活や事業活動を

通じて積極的に推進しなければならない。 

 

（住民の役割） 

第４条 住民は、環境への負荷の減少に努めるとともに、環境まちづくりへの積極的な

関与など、様々な活動に取り組み、次の各号に定める役割を果たすべきものとする。 

（１）ライフスタイルを見直し、日常生活の中で省エネルギーやごみの減量など環境へ

の負荷の低減に努める。 

（２）身近な自然・動植物の保全活動や環境まちづくりなど、様々な面で環境の保全等

に主体的に取り組む。 

（３）環境の分野で自主的に活動している住民団体・各種団体等の取り組みに積極的に

参加する。 

（４）その他、様々な活動を通じて、環境の保全等に取り組む。 

 

（事業者の役割） 

第５条 事業者は、持続可能な社会の実現のため、事業活動の発展と環境の保全等との

両立をめざすため、次の各号に定める役割を果たすべきものとする。 

（１）関係法令等を遵守し、公害の防止、循環型社会の形成、エネルギーの有効利用、

産業廃棄物の発生抑制等、環境に配慮した事業をすすめる。 

（２）分野を問わず新たな事業を行う際には、環境に配慮する。 

（３）地域の環境活動への参加・支援などに自主的に取り組む。 

（４）消費者である住民や団体、観光客、町と協働し、地域の環境への取り組みに積極

的に貢献する。 

 

（町の役割） 

第６条 町は、環境の保全等に関する基本的かつ総合的な施策を策定し、及びこれを実

施するとともに、次の各号に定める役割を果たすべきものとする。 

（１）より効果的な取り組みとなるよう、主体間の取り組みを調整する。 

（２）住民等が取り組みに参加しやすい仕組みや支援制度等の整備を行う。 

（３）適宜、環境教育を実施する。 

（４）国、北海道や近隣市町村等との共同の取り組みを行う。 

（５）その他、環境関連施策を実施する。 
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（観光客の役割） 

第７条 豊かな自然を体感し享受することを目的として羽幌町を来訪する観光客は、羽

幌町の地域社会の一構成員としての自覚と責任を持ち、自然環境に対して、生態系の

自然特性を変化させないような方法で、これを持続的に利用するべきものとする。 

 

（施策の基本方針） 

第８条 町は、第３条に定めた基本的な考え方に基づき、各主体が環境の保全等を行う

ことが出来るよう、施策の基本方針（以下「基本方針」という。）を定めるものとす

る。 

２ 基本方針に定める事項は、次のとおりとする。 

（１）自然のしくみを再認識し、環境に配慮した生活を自ら考え、行動し、創り出すこ

とのできる住民育成に関する事項 

（２）自然に学び自然のしくみを再認識し自然とともに暮らす地域づくりに関する事項 

（３）事業活動の発展と環境の保全等に関する事項 

（４）ライフスタイルの見直しに関する事項 

（５）町が行う事業に関する事項 

（６）観光客に関する事項 

３ 町長は、基本方針を定めたときは遅滞なく、これを公表するものとする。 

４ 前項の規定は、基本方針の変更について準用する。 

 

（環境基本計画） 

第９条 町長は、環境の保全等に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、環境

基本計画を策定する。 

 

（規制の措置等） 

第10条 町は、公害の原因となる行為及び環境の保全等に支障を及ぼすおそれのある行

為に関し、必要な規制の措置を講ずるものとする。 

２ 前項に定めるもののほか、町は、公害の原因となる行為及び環境の保全等に関して

支障を及ぼすおそれのある行為を行おうとする者に対し、指導、助言、要請等を行

うことができる。 

 

（環境教育等の推進） 

第11条 町は、住民等が環境の保全等について理解を深めるために、政府の定める環境

保全の意欲の増進及び環境教育の推進に関する基本的な方針に基づき、それぞれの理

解に応じて適切な環境教育が受けられるよう必要な措置をとるとともに、住民等が、

環境の保全等についての学習活動を自発的に行うことができるよう必要な施策を講

ずるものとする。 

 

（環境に関する情報の提供） 

第12条 町は、住民等の環境の保全等に関する活動の円滑な実施を促進するため、環境

に関する情報を提供するよう必要な施策を講ずるものとする。 
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（住民等の活動への支援） 

第13条 町は、住民等が自発的に行う環境の保全等に関する事業や活動を支援するため

必要な施策を講ずるものとする。 

 

（国、北海道、他の市町村等との協力） 

第14条 町は、環境の保全等のために必要な広域的取り組みについて、国、他の公共団

体、民間団体、国際機関等と協力して推進に努めるものとする。 

 

（委任） 

第15条 この条例の施行に関し必要な事項は、町長が別に定める。  

 

  附 則 

 この条例は、平成18年４月１日から施行する。 

 


